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はじめに 

rP-04Dj をお買い上げいただきまして、誠にありがとラございまず。 

ご使用の前やご利巧中に、この取扱説明書をお読みいただを、正しくお使い 
<ださい。 


本端末のご利用におたつて 


♦本端末は、 W-CDMA • GSM/GPRS -無線 LAN 方式に対応しています。 

• 本端末は無線を使用しているため、トンネル-地下-建物の中などで電波の 
届かない巧、屋がでを電波の弱い巧および FOMA サービスエ U アかではご使 
用になれません。また、高層ビル•マンションなどの高層階で見晴5しのよ 
い場巧であってちご使用になれない場合びあります。なお、電波び強くアン 
テナマークび4本たっている状態で、移動せずに使用している場合でち通話 
び切れる場合びありますので、ご了承ください。 

• 本端末は電波を利用している関係上、第兰者により通話を傍受されるケース 
ちないとはいえません。しかし、 W-CDMA • GSM / GPRS 方式では秘話 
機能をすべての通話について自動的にサポートしますので、第兰者び受信機 
で傍受したとしてを、ただの雑音としか聞さとれません。 

♦本端末は、音声をデジタル信号に変換して無線による通信を行っていること 
から、電波状態の悪い巧へ移動するなど送信されてさたデジタル信号を正確 
に復元することびでさない場合には、実際の音声と異なって聞こえる場合び 
あります。 

♦本端末は、 FOMA プラスエリアおよび FOMA 八イスピードエリアに対応し 
てお0ます。 

• お客様ご自身で本端末に登録された情報内容は、別にメモを取るなどして保 
管してくださるよラお願いします。本端末の故障や修理、機種変更やその他 
の取り扱いなどによって、万び 一、 登録された情報内容び消失してしまラこ 
とびあっても、当社としては責任を負いかねますのであらかじめご了承くだ 
さし、。 

♦大切なデータは micraSD カードに保存することをおすすめします。 

♦本端末はパソコンなどと同様に、お客様びインストールを行ラアフリケー 
ションなどによっては、お客様の端末の動作び不ま定になったり、お客様の 
位置情報や端モに登録された個人情報などびインターネットを経由してが部 
に発信され不正に利用される可能性びあります。このため、ご利用になるア 
プ U ケーションなどの提供元および動作状況について十分にご確認の上ご利 
用 < ださい。 


SIM □ツク解除 


本端末は SIM □ック解除に巧応しています。 SIM □ックを解除ずると他社の 
SIMA — ドを使巧ずることができます。 

♦ SIM ロッ ク解除は、ドコモシヨ ッ プで受付をしております。 

♦別途 SIM □ック解除手数料びかかります。 

♦他社の SIM カードをご使用になる場合、ご利用になれるサービス、機能など 
び制限されます。当社では、一切の動作保証はいたしませんので、あ b かじ 
めご了承 < ださい。 

• SIM □ック解除に関する詳細については、ドコモのホームページをご確認く 
ださい。 






本体付属品/試供品 


■ 本体付属品 

• P - C )4 D 本体(保証書付を） • クイックスタートガイド 



• AC アダプタケープル P 01 (イ呆罰書付さ） 

< AC アダプタ> CmicmUS 巨ケーブル> 



■ 試供品 


• ドコモ miniUlM 力ード挿あツール 
(取扱説明書付を） 



• microSD カード U —ダライタ 
ケーブル(取扱説明書付を） 



• その他オプション品についてはな P .61 
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操作説明について 


P-0 斗 D の操作は、な下のちまで説明していまず。 

■ 「クイックスタートガイド J (本書） 

基本的な機能の操作について説明していまず。 

■[取扱説明書](本端モのアプ U ケーシヨシ） 

機能の詳しい案内竹操作について説明していまず。 

ホーム画面 ►©►[取扱説明書] 

• はじめてご利用される際には、本アプリケーシヨンを Android マーケット 
からインストー J レずる必要があ0まず。 

■ 「巧巧説明書」 （ PDF ファイル） 

機能の詳しい案内竹操作について説明していまず。 

ドコモの ホー ムぺ ージで タウン□-ド 

http://www.nttdocomo.co.jp/support/trouble/manual/download/ 

index.html 

义 URL および掲載内容については、将宋予告なしに変更ずることがありま 
ず。 


お知らせ 


• 本書の内容の一部、または全部を無断転載ずることは、禁止されていまず。 
. 本書の内容に関しては、将来予告なしに変更ずることがありまず。 

• 本書の操作説明は、ホームアプリを [docomo Pale は e UI] に設定した操作 
で説明していまず。ホームアプリを変更した場合は、操作手順などが本 
書の説明と異なる場合がありまず。 

• 本書に記載している画面およびイラストはイメージでず。実際の製品と 
は異なる場合があ0まず。 

• 本書では、操作手順のボタンを簡略したデザインで表現していまず。 
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本端末のご利用にちたつてのを意事項 


• 本端末は i モードのサイト（番姐） への 接続、 i アプリなどには対応して 
お0ません。 

• 本端末は、データの同期和最新のソフトウェアバージョンをチェックずる 
ための通信、サーバーとの接続を維持ずるための通信など一部自動的に通 
信を行ラ仕様となっていまず。また、アプリケーションのダウン□-ド竹 
動画の視聴などデータ量の大きい通信を行ラと、パケット通信料が高額に 
なりまずので、パケットを額サービスのご利用を強くおずずめしまず。 

• 本端末には microSD カードを挿入して使用ずることびできません。 
microSD 力ードリータライタケーブル（試供品）を使って microSD 力一 
ドを使用ずることができまず (な P .32)。 

• ご利用の端末のソフトウェアパージョンについてはな P .56 

• 本端末は、スペレーテイングシステム (0 S ) のバージョンアップにより 
機能が追加されたり、操作ちまが変更になることがありまず。機能の追加 
听操作ち';去の変更などに関ずる最新情報は、ドコモのホームページでご確 
認ください。 

• 0 S をバージョンアップずると、ちいパージョンの 0 S で使用していたアプ 
リケーションが使えなくなる場合や意図しない不具含が発生する場合があ 
0まず。 

• Google が提イ共ずるサービスについては 、 Google Inc . の利用規約をお読み 
ください。またその他のウェブ'ヴービスについては、それぞれの利巧規約 
をお読みください。 

• 万が一紛失した場合は、 Google 卜ーク、 Gmail 、 Android マーケットなど 
の Google サービス竹 Facebook 、 Twitter 、 mixi を他の人に利用されない 
よラに、パソコンより各種ヴービスアカウントのパスワードを変更してく 
ださい。 

• sp モード 、 mopera U およびビジネス mopera インターネット总外のプロ 
ノ くイダはヴポ、ートしておりません。 

• テザリングのご利用には sp モードのご契約が必要でず。 

• テザリングを有効にした状態では、インターネット接続•メールヴービス 
拟外の sp モードの機能をご利巧になれません。 

• テザリングを利用してインターネットに接続した場合、ご利用の環境によ 
っては外部機器においてアプリケーション（ブラウジング*グームなど） 
が正常に動作しない場含がありまず。 

• ご利用時の料金など詳細については、 
http :// www . nttdocomo . coop / をご‘責 ください。 
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巧全上のごを意（必ずお守りください) 


■ご使用の前に、この「巧を上のご注意 J をよくお読みの上、正しくお使い 
ください。また、お読みになつた後は大切に保管してください。 

■ここに示した注意事頂は、お使いになる人や、他の乂ぺのを害、貞才産への 
損害を未然に防ぐための巧容を記戟していまずので、必ずお巧 D ください。 


■次の表示の区分は、表示内容を巧らず、誤った使用をした場合に生じる危 
害や損害の程度を説明していまず。 


A 危険 


この表示は、取り巧いを誤った場合、「死こまた 
は重傷を負ラ危険が切迫して生じることが想をさ 
れる」内容でず。 


A 警告 

A 注意 


この表示は、取り扱いを誤った場合、「死こまた 
は重傷を負ラ可能性が想定される」内容でず。 


この表示は、取り扱いを誤った場合、「軽傷を負 
ラ巧能 I ’生が想定される場合、および、物的損害の 
発生が想定される」内容でず。 


■ 次のお表示の区分は、お巧 D いただく内容を説明していまず。 


0 

禁止（してはいけないこと）を示しまず。 

禁止 



分解してはいけないことを示ず記号でず。 

分解禁止 



濡れた手で扱ってはいけないことを示す記号でず。 

属れ手禁止 


戀 

水がかかる場所で使用したり、水に濡らしたりしてはいけないこ 
とを示ず記号でず。 

水霜れ訓 
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指示に基づく行為の強制（必ず実行していただくこと）を示しま 

指示 

電源プラグをコンセントから抜いていただくことを示ず記号でず。 

電源乃グ额く 

■ 「巧を上のご迸 意 J は下記の 5 頂目に分けて説明していまず。 

本端末、アダプタ、ドコモ miniUIM 力ードの取り扱いについてく共通> 


. P .7 

本端末の取り扱いについて . P .9 

アタプタの取り扱いについて . P .12 

ドコモ miniUIM 力ードのおり扳いについて . P .14 

医用電気機器近くでの取り扱いについて . P .14 


本端末、アダプタ、ドコモ miniUIM 力ードの取り巧いについてく 
共通> 


を険 

0 高温になる場巧（义のそば、暖房器具のそば、こたつの中、 
直射日光の当たる場所、炎天下の車内など）で使用、保管、 
巧置しないでください。 

禁と义巧、やけど、けがの原因となりまず。 

0 電子レシジなどの加熱調理機おや高圧容器に入れないでく 
だまい。 

义災、やけど、けが、感電の原因となります。 

禁止 


分解禁止 


分解、改造をしないでください。 

乂災、やけど、けが、感電の原因となりまず。 



水霜れ禁止 


水や飲料水、ぺットの尿などで濡ちさないでください。 

义災、やけど、けが、感電の原因となりまず。 

防水性能については下記をご参照ください。 

な P .23 「防水/防塵性能」 


〇 本端末に使用ずるアダプタは、 NTT ドコモが指定したちの 
を使用してください。 

_ 义災、やけど、けが、感電の原因となります。 

指术 
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0 

禁止 

警告 

巧い力や衝撃を与无た0、投げ付けた0しないでください。 

火災、たけど、けび、感電の原因となります。 

0 

禁止 

外部巧続端子やイサホシ7イク端子に導電1性異物（金属片、 
鉛筆のおなど）を巧触させないでください。また、内部に 
入れないでくだちい。 

乂災、やけど、けが、感電の原因となります。 

0 

禁止 

使用中や充電中に、布団などで覆った0、包んだ0しない 
でください。 

义災、りけどの原因となりまず。 


ガソ u シスタシドなど引义巧ガスが発生ずる場所に立ち入 
る場合は必ず事前に本端末の電源を切り、充電をしている 
場合は中止してください。 

指のガスに引义ずる恐れがありまず。 



ガソリンスタンド構内などでおサイフケータイをご使用になる際は 
必ず事前に電源を切った状態で使用してください。（おサイフケー 
タイ□ックを設定されている場合には□ックを解除した上で電源を 
お切0 ください） 

〇 

指示 

使用中、充電中、保管時に、異臭、発熱、変色、変お、巧 
障など、いままでと異なるときは、直ちに次の作業を行っ 
てくだまい。 

• 電源プラグをコシセシトやシガーライターソケットかち巧く。 

• 本 端末の電源を切る。 

火災、 やけど、けが、感電の原因となります。 

0 

禁止 

A ミ主意 

ぐちついた台の上や傾いた場所など、不巧定な場所には 置 
かないでください。 

落下して、けがの原因となりまず。 

0 

禁止 

湿気やほこ0の多い場所や高温になる場所には、保管しな 
いでください。 

义災、やけど、感電の原因となります。 


8 








〇 子供が使用ずる場合は、保護者が取0扱いの方法を教无て 
ください。また、使用中においてち、指示どおりに使用し 
ているかをご確認ください。 

^ ^ けがなどの原因となりまず。 

〇 乳幼児の手の届かない場刷こ保管してください。 

誤って飲み込んだり、けびなどの原因となったりしまず。 

指示 

〇 本端末をアダプタに巧続した状態で長時間連続使用される 
場合には樹こご注意くだちい。 

_ 充電しながらアプリケーション（グーム）などを長時間行ラと本端 
指の末やアダプタの温度び高くなることがありまず。 

温度の高い部分に直接長時間細れるとお客様の体質か体調によって 
は肌にホみやかゆみ、かぶれなどび生じたり、低温やけどの原因と 
なつた0する恐れがあ0まず。 


[本端末の巧0おいについて 


■ 本端末の内蔵電池の種類は次のとお0でず。 


表示 

内蔵電池の種類 

Li-ion 00 

リチウムイオン電池 


を険 

0 义の中に巧下しないでください。 

内蔵電池の発义、破裂、発熱、漏液の原因となります。 

禁止 

0 なを剌したり、八シ7—でのいたり、踏みつけたりしない 
でください。 

内蔵電池の発义、破裂、発熱、漏液の原因となりまず。 

禁止 

〇 内蔵電池内部の液体などが目の中に入ったときは、こず6 
ず、ずぐにまれいな水で洗った後、直ちに医師の診療を受 
けてくだまい。 

ちの失明の原因となりまず。 
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/?\ 警告 

0 ドコモ miniUIM 力ード挿入□に水などの液巧：や金属片、燃 
无やずいちのなどの異物を入れないでください。 

'火災、 やけど、けが、感電の原因となります。 

禁止 


〇 

指示 

航空機内や病院など、使用を禁止された区域では、本端末 
の電源を切ってください。 

電子機器や医用電気機器に悪影響を及ぼす原因となりまず。なお、 
自動的に電源が入る機能を設定している場合は、設定を解除してか 
ら電源を切ってください。 

医療機関内における使用については各医療機関の指示に従ってくだ 
さい。 

航空機内での使用などの禁止行為をした場合、法令により罰せられ 
まず。 

ただし、電波を出さない設定にずることなどで、機内で本端末が使 
用できる場合には、航空会社の指示に従ってご使用ください。 

〇 

指示 

本端末は受話□とスピーカーが兼用になっているため、ス 
ピーカーを 「 ONJ にして通話ずる隙や、着信音が鳴ってい 
るとまなどは、大まな音が直巧耳に入る恐れがあるので、 
必ず本端末を耳か5離してください。 

また、イサホシ7イクなどを本端末に装着し、ゲームや音 
楽再生などをずる場合は、適度なボ U ユームに調節してく 
ださい。 

音量び大きずぎると難聴の原因とな0まず。 

また、周囲の音が聞こえにくいと、事故の原因となりまず。 

〇 

指示 

1む臓の巧い方は、着信バイブレータ{振動）や着信音量の 
設定に注意してくだちい。 

む臓に悪影響を及ぼず原因となりまず。 

〇 

指示 

医用電気機器などを装着している場合は、医用電気機器乂 
一力もしくは販売業者に、電波による影響についてご確認 
の上こ使用くだまい。 

医巧電気機器などに悪影響を及ぼず原因となりまず。 
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o 

指示 


巧 

指示 


巧 

指示 


高精度な制御や微弱な信号を取0扱ラ電子機器の近くでは、 
本端末の電源を切つてください。 

電子機器が誤動作するなどの悪影響を及ぼず原因となりまず。 

义 ご注意いただきたい電子機器の例 

補聴器、植込み型む臓ぺースメーカおよび植込み型陈細動器、その 
他の医巧電気機器、乂災報知器、自動ドア、その他の自動制御機器 
など。植込み型ム臓ペースメーカおよび植込み型除細動器、その他 
の医用電気機器をご使用されるちは、当該の各医用電気機器メーカ 
ちしくは販売業者に電波による影響についてご確認ください。 
万が一、ディスプレイ部やカメラのレシズを破損した際に 
は、割れたガラスや露出した本端末の内部にご注意ください。 
ディスプレイ内部やカメラのレンズの表面には耐衝撃性の樹脂を使 
用し、ガラス軒レンズが飛散りにくし A 構造となつておりまずび、誤 
つて割れた破損部か露出部に触れまずと、けがの原因となりまず。 
内蔵電池が漏液した0、異臭がした0ずるときは、直ちに 
使用をやめて义気か5遠ざけてください。 

漏液した液体に引义し、 発火、 破裂の原因となります。 


A ミ主意 

0 本端末が破損したまま使用しないでください。 

火災、やけど、けが、感電の原因となりまず。 

禁止 

0 モーショシセシサーのご使用にあたっては、必ず周囲のを 
全を確認し、本端末をしっか0と握0、必吾(上に振0回 
さないでください。 

禁止けびなどの事故の原因となりまず。 

0 誤ってディスプレイを破損し、内部物質が漏れた場合ロホ、 
顔や手などの皮膚につけないでください。 

失明や皮膚に傷害を起こず原因となりまず。 

^と内部物質が目や口に入った場合には、すぐにきれいな水でない流 
し、直ちに医師の該断を受けてください。 

また、皮膚や衣類に付着した場合は、すぐにアルコールなどで拭き 
_取り、石齡で水ミ先いしてください。_ 

0 —祗のゴ S と一緒に捨てないでくだちい。 

発火、環境破壊の原因となりまず。不要となった本端末は、ドコモ 
ショップなど窓口にお持ちいただくか、回収を行っている市町巧の 
禁と指示に従ってください。 
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〇 自動車内で使用ずる場合、自動車メーカちしくは販売業者 
に、電波による影響についてご確認の上ご使用ください。 

_ 車種によっては、まれに車載電子機器に悪影響を及ぼす原因となり 
指のまずので、その場合は直ちに使用を中止してください。 

〇 お客様の体質や体調によっては、かゆみ、かぶれ、湿疹な 
どび生じることがお0まず。異状が生じた場合は、直ちに 
使用をやめ、医師の診療を受けてくだまい。 

?§の各箇巧の材質についてはな P .1 日「材質一覧」 

〇 ディスプレイを見る隙は、十分明るい場所で、画面かちあ 
る程度の距離をとつてご使用くだちい。 

視力低下の原因となりまず。 

指示 

〇 内蔵電池内部の液な:などが漏れた場合は、顔や手などの巧 
膚につけないでください。 

_ 失明や皮膚に傷害を起こず原因となります。 

す胃 7 JT 液体などが目や口に入った場合た、皮膚行あ類に付着した場合は、 
ずぐにきれいな水で洗い流してください。 

また、目や□に入った場合は、洗浄懂直ちに医師の彰断を受けてく 

ださし、。 


アダプタの巧0扱いについて 


を険 

0 AC アダプタには、付属の microUSB ケーブ J レが外を巧続し 
ないで < ださい。 

义災、やけど、感電の原因となりまず。 

禁止 

A 警告 

0 アダプタのコードが傷んだ5使用しないでくだまい。 

乂ぶ、やけど、感電の原因となりまず。 

禁止 

0 AC アダプタケーブルは、風呂場などの湿気のをい場所では 
使用しないでください。 

义災、やけど、感電の原因となりまず。 

禁止 
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0 

禁止 

DC アダプタはマイナスアース車専用でず。プラスアース車 
には使用しないでください。 

义災、やけど、感電の原因とはりまず。 

0 

禁止 

雷が鳴り出したち、アダプタには触れないでください。 

感電の原因となります。 

0 

禁止 

アダプタのコードの上に重いちのをのせないでください。 

乂ぶ、やけど、感電の原因とはりまず。 

0 

禁止 

コシセシトに AC アダプタを巧き差しずるときは、金属製ス 
トラップなどの金属類を巧触させないでくだまい。 

火災、やけど、感電の原因となります。 

(D 

漂れ手禁止 

濡れた手でアダプタのコード、コシセシトに触れないでく 
ださい。 

火災、 やけど、感電の原因となりまず。 

〇 

指示 

指定の電源、電圧で使用してくだまい。 

誤った電圧で使用ずると义災、やけど、感電の原因とな 0 まず。 

AC アダプタ： AC 100 V 〜 240 V (家庭巧交流コンたントのみに接続 
ずること） 

DC アダプタ： DC 12 V - 24 V (マイナスアース車専用） 

〇 

指示 

DC アダプタのヒューズが万が一切れた場合は、必ず指定の 
ヒューズを使用してください。 

火災、 やけど、感電の原因となりまず。 

指定ヒューズに関しては、個別の取扱説明書でご確認ください。 

〇 

電源プラグについたほこりは、がき取ってください。 

义ぶ、やけど、感電の原因となります。 

指示 


〇 

指示 

AC アダプタをコシセシトに差し込むときは、確実に差し込 
んでくだまい。 

义ぶ、やけど、感電の原因となりまず。 

〇 

指示 

電源プラグをコシセシトやシガーライターソケットかち巧 
く場合は、アダプタのコードをお巧に引っ張 5 ず、アダプ 
夕を持って巧いてください。 

'火災、 やけど、感電の原因となりまず。 
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C 長時間使用しない場合は、電源プラグをコシセシトやシガ 
ーライターソケットかち巧いてください。 

义災、やけど、感電の原因となります。 

電源プラグ述く 

0^ 万が一、水などの液体が入った場合は、直ちにコシセシト 
やシガーライターソケットか5電源プラグを巧いてください。 

义災、やけど、感電の原因となりまず。 

電源プラグ述く 

C お手入れの隙は、電源プラグをコシセシトやシガーライタ 
—ソケットかち巧いて行ってください。 

义災、やけど、感電の原因となります。 

電肪グ娜く 


ドコモ min 山 IMA — ドの取0巧いについて _| 

A ミ主意 

〇 ドコモ miniUIM 力ードを取り外ず際は切断面にご注意くだ 
さい。 

けがの原因となりまず。 

指示 


医用電気機器近くでの巧0扱いについて 


■ 本記載の内容は r 医用電気機器ぺの電波の影響を防止するための携帯電話 
端末寄の使用に関ずる指針 J (電波環境協議会）に準ずる。 

警告 

〇 医療機関の屋内では次のことを守つて使用してくだちい。 

• 手術室、集中治療室 ( ICU )、 冠状動脈疾患監視病室 ( CCU ) に【が 
_ 端末を持ち込まないでください。 

お巧 • 病棟内では、本端末の電源を切ってください。 

• □ビーなどであってち付近に医用電気機器がある場合は、本端 
未の電源を切ってください。 

• 医療機関が個々に使用禁止、持ち込み禁止などの場所ををめて 
いる場合は、その医療機関の指示に従ってください。 

• 自動的に電源が入る機能が設定されている場合は、設定を解除 
してから、 電源を切つてください。 
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〇 満員電車のやなど混がした場所では、が近に植込み型瓜臓 
ぺースイーカおよび植込み型除細動器を装着している方が 
いる巧能肋、ありまずので、本端末の電源を切つてください。 

措の電波により植込み型,む臓ペースメーカおよび植込み型除細動器の作 
動に悪影響を及ぼす原因となりまず。 

〇 植込み型 I む臓ぺース乂ーカおよび植込み型除細動おなどの 
医用電気機器を装着されている場合は、装着部かち本端末 
は 22 cm が上離して携行お A び使用してくだまい。 

す胃の電波により医用電気機器の作動に悪影響を及ぼず原因となりまず。 

〇 自宅療養などによ0医療機関の外で、植化み型也臓ぺース 
乂一力および植込み型除細動器(外の医用電気機器を使用 
_ される場合には、電波による影響について個別に医用電気 
の機器 y —力などにご確認くだちい。 

電波により医用電気機器の作動に悪影響を及ぼず原因となります。 


■材質-質 


使用窗所 

が質/表面処理 

イトホンマイク端子（樹脂自盼） 

PA 

外装ケース 

PC / UV 塗装 

外部接続端子 

樹脂部分 

PA 

金属部分 

ステンレス鋼/ニツケ J しメツキ 

外部接続端子力八一 

エラストマ、シリコンゴ厶、 PC / UV 塗 
装 

カメラレンズ部 

PMMA / 八ードコート 

受話 □/ スピーカー 

ステンレス鋼/ UV 塗装 

ディスプレイパネル 

ガラス/ AF コート 

ドコモ miniUIM 力ード挿入口 

ステンレス鋼 

ドコモ miniUIM カード挿入ロカバー 

エラストマ、シリコンゴ厶、 PC / UV 塗 
装 

バーコードシール 

PET 

ボタン 

ABS / UV 塗装 
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取 0 扱い上のごを意 


巧通のお願い 


■ P -04 D は防水/防塵'性能をちしておりまずが、本端末巧部に水やが塵を這 
乂させた0、巧属品、オプシヨシ品に水や粉塵を付着させた D しないでく 
ださい。 

アダプタ、ドコモ miniUIM 力ードは防水/防塵性能を有しておりません。 
風呂場などの湿気の多い場所でのご使用や、雨などがかかることはお軒め 
ください。また身に付けている場合、汗による湿気により内部が腐食し故 
障の原因となりまず。調査の結果、これらの水濡れによる故障と判明した 
場合、保証が象外とな0修理できないことがありまずので、あらかじめご 
了承ください。なお、保証巧象外でずので修理を実施できる場合でも有料 
修理となりまず。 

■ お手入れは乾いた柔らかい巧(めがね拭きなど)で拭いてください。 

• 乾いた布などで強く擦ると、ディスプレイに傷がつく場合がありまず。 

• ディスプレイに水滴竹’;ちれなどが付着したまま放置ずると、シ S になる 
ことがありまず。 

• アルコール、シンナー、ベンジン、洗剤などで}式くと、印刷が消えたり、 
色があせたりずることがあ0まず。 

■端子は時々乾いた綿棒などで清掃してください。 

端子が巧れていると接触が悪くなり、電源が切れたり充電不十分の原因と 
なったりしまずので、端子を乾いた綿棒などで拭いてください。 

また、清掃ずる際には端子の破損に十分ご注意ください。 

■ エアコシの吹き出し□の近くに置かないでください。 

急激な温度の変化により結露し、内部が腐食し故障の原因となりまず。 
■本端ホなどに無理な力がかかちないよラに使用してください。 

多くのものが詰まった荷物の中に入れたり、衣類のポケットに入れて座っ 
たりずるとディスプレイ、内部基板などの破損、故障の原因となりまず。 
また、外部接続機器を外部接続端子たイわホンマイク端子に差した状態の 
場合、コネクタ破損、故障の原因となりまず。 

■ディスプレイは金属などで擦ったり引っかいたりしないでください。 

傷つくことがあり故障、破損の原因となりまず。 

■アダプタに添巧されている個別の取巧説明書をよくお読みください。 
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r 本端末についてのお願い _ I 

■タッチ八ネルの表面を巧く巧した0、 m やボールペシ、ピシなど先の尖っ 
たちので操作した0しないでください。 

タッチノ くも)レが破損する原因となりまず。 

■極端な高温、ほ温は避けてください。 

温度は5で〜35で、湿度は4日％〜85%の範囲でご使用ください。 

■一敞の電話機やテレビ*ラジオなどをお使いになっている近くで使用ずる 
と、悪影響を及ぼず原因とな0まずので、なるべく離れた場所でご'使用く 
ださい。 

■ お客様ご白身で本端末に登録された情が内容は、別にメモを取るなどして 
巧管してくださるよラお願いします。 

万が一登録されに盾報内容が消失してしまラことがあってち、当社として 
は責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 

■本端ホを落とした0、衝撃をち无た〇しないでください。 

故障、破損の原因となりまず。 

■外部接続端子やイサホシマイク端子に外部接続機器を接続ずる際に斜めに 
差した0、差した巧態で引っ張った0しないでください。 

故障、破損の原因となりまず。 

■使用や、充電中、本端末は温かくなりますが、異萬ではおりません。その 
ままご‘使用 < ださい。 

■ち機 EL デイスプレイに直が曰光を当てたままが置しないでください。 

故障の原因となりまず。 

■カメラを直射曰光の当たる場巧に放置しないでください。 

素子の退色-焼付きを起こず場合がありまず。 

■通常は外部接続端子カパー、ドコモ miniUIM 力ード挿入□力八一を閒じた 
巧態でご使用ください。 

ほこり、水などが入り故障の原因となりまず。 

■ micmSD 力ードの使用中は、 microSD 力ードを巧り外したり、本端末の 
電源を切った0しないでください。 

データの消失、故障の原因となりまず。 

■ 本端末に磁気をちびたちのを近づけないでください。 

強い磁気を近づけると誤動作の原因となりまず。 
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■内蔵電池は消耗品です。 

使用状態などによって異なりまずが、十分に充電しても使用時間が極端に 
短くなったときは内蔵電池の交換時期でず。内蔵電池の交換につきまして 
は、本書裏面の「故障お問い合わせ先」まには、ドコモ指をの故障取扳窓 
口までお問い合わせください。 

■充電は、適正な周囲温度 （5 で〜35で）の場所で巧ってください。 

■ 内蔵電池の使用時間は、使用環境や内蔵電池の劣化度により異なります。 

■ 本端末を長期間使わない巧態で保管される場合には、次の点にごな意くだ 
さい。 

• フル充電が態（充電完了後ずぐの状態）での保管や、電池残量なしの状 
態（本体の電源が入らない穏肖費している状態）での保营は、闲蔵電池 
の性能や寿命を低下させる原因となりまず。 

• 適した電池残量が態（電池残量が40パーセント程度が目を）での保管を 
お勧めしまず。 

■受話□は本体の上部ち側にありまず（な P.29)。 通話をずる際には耳を巧 
実に受話口におてて < ださい。 


アダプタについてのお願い I 

■充電は、適正な周囲温度 （5 で〜35で）の場巧で行ってください。 

■次のよラな場所では、充電しないでください。 

• 湿気、ほこり、振動の多い場所 
• 一般の電話機竹テレビ-ラジオなどの近く 

■充電中、アダプタか温かくなることがあ0ますが、異苗ではあ0ません。 
そのままご使用ください。 

■ DC アダプタを使用して充電ずる場合は、自動車のエシジシを切ったまま使 
用しないでください。 

自動車のバッテリーを消耗させる原因となりまず。 

■ 巧け防止機宿のあるコシセシトをご使用の場合、そのコシセシトの取扱説 
巧書に従ってください。 

■強いをち元ないでください。また、充電端子ををおさせないでください。 

故障の原因とな0まず。 


ドコモ miniUIM 力ードについてのお願い 


■ ドコモ miniUIM 力ードの巧り巧け/取0かしには、必要が上に力を入れな 
いでください。 

■他の 1C 力ードリーダー/ライターなどにドコモ miniUIM 力ードを挿入し 
て使用した結果としてな障した場合は、お客様の責任とな0まずので、ご 
を意ください。 

■ ICSP 巧はいつちきれいな巧態でご使用ください。 
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■お手入れは、をいた柔6かい巧{めが‘ね拭まなど）で拭いてください。 
■お客様ご自身で、ドコモ miniUIM 力ードに登録された情巧内容は、別にメ 
モを取るなどして保管してくださるよラお願いしまず。 

万が一登録された情報内容が消失してしまラことがあってち、当社として 
は責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 

■ 環境保全のため、不要になつたドコモ miniUIM 力ードはドコモシヨップな 
ど窓□にお持ちください。 

■ 1C を傷つけた0、不用意に触れた0、シヨートさせた0しないでください。 

データの消失、故障の原因となりまず。 

■ ドコモ miniUIM 力ードを落とした0、衝撃をち无た0しないでください。 

故障の原因とな0まず。 

■ ドコモ miniUIM 力ードを巧げた0、重いちのをのせた D しなし、でください。 

故障の原因とな0まず。 

■ ドコモ miniUIM 力ードにラベルやシールなどをおつた巧態で、本端ホに耳又 
0巧けないでください。 

故障の原因とな0まず。 


[ Bluetooth 機能を使用ずる場合のお願い 

■本端ホは、 Bluetooth 機能を使用した通信時のセキュリティとして、 
Bluetooth 標を規格に準拠したセキュリティ機能に对応しておりまずが、 
設定内容などによってセキュリティが十分でない場合があ0まず。 
Bluetooth 機能を使用した通信を巧ラ際にはご注意ください。 

■ Bluetooth 機能を使巧した通信時にデータや情報の漏;茂が発生しまして 
ち、責任を負いかねまずので、あらかじめご了をください。 

■周波巧帯について 

本端末の Bluetooth 機能が使用ずる周波数帯は巧のとおりでず。 


2.4 FH 1 


段 •輕部’ 


2.4 : 2400 MHz 帯を使用ずる無線設備を表します。 

FH :変調ち式が FH - SS ち式であることを示しまず。 

1 :想をされるち干渉距離が 10 m 勒下であることを示しまず。 

: 2400 MHz 〜2483.日 MHz の全帯域を使用し、かつ移動体識 
別装置の帯域を回避不可であることを意味しまず。 

航空機巧の使用は、事前に各航空含社へご確認ください。 

ご利用の国によっては Bluetooth の使用が制限されている場合がありまず。 
その国/地域の法規制などの条件を確認の 上、 ご利用ください。 
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■ Bluetooth 機器使用上の注意事項 

本端モの使巧周波お[帯では、電子レシジなどの家電製品や産業-科ぎ-医療 
用機器のほか、工場の敦造ライシなどで使用される免許を要ずる移動な識別 
用構巧無線局、免許を要しない特定か電力無線局、ア7チユア無線局など 
(が下「他の無線局 J と略しまず）が運用されていまず。 

1 . 本端末を使用ずる前に、近くで r 他の無線局 J が運用されていないこと 
を確認してください。 

2. 万が一、本端末と「他の無線局 J との間に電波干渉が発生した場合には、 
速やかに使用場所をを元るか、 r 電源を切る J など電波干渉を避けてくだ 
さい。 

3. その他、ご不巧な点につきましては、本書裏面の「紛合お問い合わせ先」 
までお問い合わせ<ださい。 


無線 LAN ( WLAN ) についてのお願い 


■無線 LAN(WLAN) は、電波を利用して情報のや0耳 X0 を行ラため、電放の 
届く範囲でおれば自由に LAN 接続できる利点があ0まず。その反面、セキ 
ユ U テイの設定を行っていないときは、悪意ある第=ちに通信内容ををみ 
見ちれた0、不正に侵入されてしまラ可能性があ0ます。おぎ様の判がと 
責任において、セキュ U テイの設定を行い、使用ずることを推おしまず。 


■巧線 LAN について 

電気製品 • AV ■ OA 機器などの磁気を帯びているところや電游波が発生し 
ているところで使用しないでください。 

• 磁気传電気雑音の影響を受けると雑音が大きくなったり、通信ができな 
くなることがありまず（特に電子レンジ使用時には影響を受けることが 
お0まず）。 

• テレビ、ラジオなどに近いと受信障害の原因となったり、テレビ画面が 
乱れることがありまず。 

• 近くに複数の無線け N アク t スポイントが存在し、同じチトンネルを使 
用していると、正しく検索できない場合がありまず。 
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■周波な帯について 

WLAN 搭載機器が使用する周波巧帯は;夕のとお0でず。 


2.4 DS/OF 4 

ロロロ 


2.4 : 2400 MHz 帯を使用ずる無線設備を表します。 

DS/OF :変調ち式が DS - SS 方式、 OFDM ち式であることを示しまず。 

4 :想をされるち干渉距離が 40 m 勒下であることを示しまず。 

口圏 励 : 2400 MHz 〜2483.日 MHz の全帯域を使用し、かつ移動体識 

別装置の帯域を回避可能であることを意味しまず。 

利用巧能なチトンネルは国により異なりまず。 

航空機内の使用は、事前に各航空会社へご確認ください。 

ご利用の国によっては無線 LAN の使用が制限されている場合がありまず。 
その国/地域の法規制などの条件を確認の上、ご利用ください。 


■ 2.4GHZ 機器使用上のミモ意事項 

WLAN 搭载機器の使用周渡な帯では、電子レシジなどの家電製品や底業•科 
ぎ-医療用機器のほか工場の製造ライシなどで使用されている移動体識別用 
の桓内無線局（免許を要ずる無線局）および特定か電力無線局（免許を要し 
ない無線局）なちびにアマチュア無線局{免許を要ずる巧線局）が運用され 
ていまず。 

1 . この機器を使用ずる前に、近くで巧動か識別用の桓内お線局および特定 
ル電力お結局な5びにアマチュアお線局が運用されていないことを確認 
して < ださい。 

2. 万が一、この機器から巧動か識別用の構内無線局に対してち害な電液モ 
级の事例が‘発ちした場合には、速やかに使用周波毀 E をを更ずるかご利用 
をや胁していただいた上で、本書裏面の r 総合お問い合わせ先 J までお 
問い合わはいただき、混信回避のための処置など（例无ば、パーテイシ 
ヨシの設置など）についてご相談ください。 

3. その他、この機器から移動体識別用の特定か電力無線局おるいはア7チ 
ュア無線局に巧して電波干渡の事例が発生した場合など何かお困 D のこ 
とが‘起きたときは、本書裏面の「媒合お問い合わせ先 J までお問い合わ 
せください。 
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FeliCa リーダー/ライターについてのお願い 


■本端末の FeNCa リーダー/ライター機能は、お線局の免許を要しない微 
弱電波を使用していまず。 

■使用周波数は13.56 MHz をでず。周囲で他の U— ダー/ライターをご‘使用 
の場合、十分に離してお使いください。また、他の同一周波数帯を使用の 
無線局が近くにないことを確認してお使いください。 


を意 


■ 改造された本端末は絶巧に使用しないでください。改造した機器を使用し 
た場合は電波法に抵触しまず。 

本端末は、電波ミ去に基づく特定無線設備の技術基準適合証明などを受けて 
おり、詳細は本端末のが下の手順で確認できまず。 

ホーム画面 ►こ 宣コ ► [本体設定] ► [端末情報] ► [認証情報] 

本端末の内部の改造を行っに場を、技術基準適含証明などが無効となりまず。 
技術基準適合証明などがお効となった状態で使用ずると、電波法に抵触し 
まずので、絶巧に使用されないよラにお願いいたしまず。 

■ 自動車などを運おやの使用にはごな意ください。 

運転中の携帯電話を手で保持しての使用は罰則の対象となりまず。 

ただし、傷病ちの救護または公共のま全の維持など、やむを得ない場合は 
対象外となりまず。 

■ FeNCa リーダー/ライター機能は日本国内で使用してください。 

本端末の FeHCa リーダー/ライター機能は日本国内での無線規格に準拠し 
ていまず。 

海外でご使用になると罰せられることがありまず。 

■ 昼本ソフトウエアを不正に変更しないでください。 

ソフトウェアの改造とみなし故障修理をお断りずる場合がありまず。 
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防水/防塵性能 


P-04D は、か巧接続端子カバーとドコモ miniUIM カード巧入□カバーをし 

つかりと閱じたげ態で IPX5X1、IPX7 《2 の防水I性能、 IPSX’x 3 の防塵I性能 

をちしていまず。 

XI IPX 5 とは、内径 6.3 mm のま水ノス;レを麵し、約 3 m の距離から12.日 L / 
分の水を最低3分間注水ずる条件であらゆる方向から P 真流を当ててち、 
電話機としての機能を有ずることを意味しまず。 

X 2 IPX 7 とは、常温で水道水、力つ静水の水深 Im の水槽に P -04 D を静かに 
沈め、約30分間放置後に取り出したときに電話機としての機能を有ず 
ることを意味しまず。 

の IP 5 X とは、保護度合いを指し、直径7日 | jm が下の塵埃（じんあい）が 
入った装置に電話機を別寺間入れてかくはんさせ、取り出したときに電 
話機の機能を有し、かつ安全を維持ずることを意巧します。 

(ミ主）実際の使用にあたって、ずべての状況での動作を保証ずるちのではあり 
ません。浸水竹異物混入を防ぎ、を全にお使いいただくために、本書を 
よくお読みになつてからご使用ください。 


rP -04 D び有ずる防水/防塵 I 性能 

■雨の や 

• 雨の中で傘をささずに濡れた手で通話できまず。 （1 時間の雨量が 20 mm 
未満、地面からの跳ね返0で足元が濡れる程度） 

手が濡れているとき竹端末に水滴がついているときには、外部接続端 
子カバーやド〕モ miniUIM 力ード挿入ロカバーの開閉は行わないでく 
ださし、。 


■洗 ラ 


• 端末が';ちれた場合は、洗面器などに張った真水- 
常温の水道水につけて静かに振り洗いをしたり、 

蛇□から弱めに流れる水道水に当てながら手で 
洗ラことができまず。 

• 外部接続端子カバーとドコモ miniUIM 力ード挿 
乂 □カパーを押さえたまま洗ってください。 石けん•洗剤 

• 洗ラときは、ブラシ軒スず、ンジ、石けん、洗剤などを使用しないでくださ 
い。 

• 洗い流したあとは表面を乾いた巧でよくないて、水抜き（な P .27) を行っ 
たのち、自然乾燥させてください。 
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■レジ f — 

• プー J レの水や海水に浸けたり、落下させたりし 
ないでください。また、水中で使用しないでく 
ださし、。 

• プールの水竹海水がかかつた場合は所定のちま 
(な P .23) で洗ってください。 


■風呂場 

• ミ爸禮に浸けたり、落下させたりしないでくださ 
し、。また、水中で使用しないでください。 

• 石けん、洗剤、入'為剤の入った水、温泉には浸 
けないでください。 

• 規定勒上の強い水流（例：蛇口竹シトワーから 
肌に当てて痛みを感じるほどの強さの水流）を 
直接当てないでください。 

• 風呂場での長時間のご使用はお避けください。 

• 寒いところから暖力、い風呂場などに端末を持ち込むと、急激な温度変化に 
よる結露の原因となりまず。端末が萬温になってから持ち化んでくださし、。 

■キ ツチシ 

• 常温の真水竹水道水拟外の液体をかけたり、浸けた0しないでください。 
• お湯や冷水をかけたり、浸けたりしないでください。 


ご’使用にちたっての重要事項 


• ご使用前に、外音 P 接続端子カバーとドコモ miniUIM 力ード挿入ロカバーを 
しっかりと問 G てください。微細なゴミ（微細な繊維、髪の毛、砂など） 
がわずかでも挟まると浸水の原因となりまず。外直时妄統端子カノやドコ 
モ miniUIM カード挿入ロカバーを閉じるときは、カバー周の（特にパツキ 
ン）にゴ S 軒汚れが付着していないことを確認してください。 

• 外部接続端子カバー竹ドコモ miniUIM 力ード挿入ロカバーが浮いていない 
よラにしっかりと閉じていることを確認してくださし、確実に閉じていな 
いと浸水の恐れがありまず。 

• 防水/防塵性能を維持ずるため、異常の有無に関わらず必ず2年に1回、 
部品の交換が必要となりまず。部品の交蜘ま端末をお預かりして有料にて 
承りまず。ドコモ指定の故障取扱窓口にお持ちください。 



湿泉•入お剤 
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か部}妄続端子力八一/ドコモ min 山 IM 力ード挿乂ロカバーを開ける 


1 くぼみに指先をかけて〇の方向に引っ張り出したあと、0の方向へ回乾 
させる 



か部}妄続端子カバー/ド]モ mimUIM 力ード挿入□カバーを閒じる 

1 端末と平巧に揃えて外部}妄続端子カバー/ドコモ miniUIM 力ード挿入 □ 
力八一の根元部分をしっか0巧さ无ながら巧し込む 




2 外部巧続端子カバー/ドコモ miniUIM 力ード挿入□カバー全巧に浮きが 
ないことを確認ずる 
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を意事項 


■端末に ついて 

• 洗濯機护超音波洗;争機などで洗わないでください。 

• 濡れている状態で絶巧に充電しないでください。 

• 水滴が付着したまま放置しないでください。 

• 外部接続端子やイでホンマイク端子がショートずる恐れがありまず。 

• ボタンなどの隙間から水分が入0込む場合があります。また、寒冷地 
では、端末に水滴が付着していると、凍結し故障の原因となりまず。 
水で濡れた場合は、外部接続端子カバーとドコモ miniUIM 力ード挿入ロカ 
パ’一を閉じたまま水抜き（な P .27) を行い、端末から出た水分を乾いたき 
れいな巧で直ちに拭き取ってください。 

• 落としたり、衝撃を与えたりしないでください。破損により防水/防塵1’生 
能の劣化を招くことがあ0まず。 

• お湯に浸けたり、サウナで使用したり、ドライトーなどの温風を当てたり 
しないでください。 

• 本端末は水に浮きません。 

• 規定が上の強い水流に当てたり、水中にホめたりしないでください。 

• 砂浜などの上に直接置かないでください。 

• 送話口、受話口/スピーカーの巧などに水滴竹砂などが入り、音がル 
さくなったり音が割れたりずる恐れがありまず。 

• ボタンなどの隙間に砂などがわずかでち挟まると、操作性を損なラ恐 
れがありまず。 

• 外部接続端子カバーやドコモ miniUIM カード挿入ロカバーに砂などが 
わずかでち挟まると浸水の原因となります。 

砂などが付着した場合はボタン操作をせず、所定のちミ去（な P .23) で洗 
って < ださし、。 

■外部 巧続端子カパー-ドコモ miniUIM 力ード挿入□カバーについて 

• 手袋などをしたまま開閉しないでください。パッキンの接着面に微細なゴ 
S が付着ずる場合がありまず。 

• 乾いたきれいな布で水分を巧き取る際は、パッキンに繊維が付着しないよ 
三' . 【—^*'す育/ださし、 

• パッキンをはがさないでください。また、外部接続端子カバー竹ドコモ 
miniUIM カード挿入ロカバーの隙間に先の尖ったものを差し込まないでく 
ださい。パッキンが傷つき、浸水の原因とな0まず。 

• 外宜巧妄続端子カバー竹ドコモ miniUIM 力ード挿入ロカバーのパッキンが傷 
ついたり、変おした0しに場含は、ドコモ指定の故障取扱窓口にてお取り 

まをう く ドか、 

• 外宜巧妄続端子カバー竹ドコモ miniUIM 力ード挿入ロカバーが開いている状 
態で水などの液体がかかった場合、巧部に液体が入0、感電た故障の原因 
となります。そのまま使用せずに電源を切り、ドコモ指定の故障取扱窓口 
へご連絡ください。 
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■を 話 口、 受話 □/ スピーカーについて 

• 送話口、受話口/スピーカーの巧を尖ったちのでつつかないでください。 
• 水滴を残さないでください。通話不良となる恐れがありまず。 

■その他 

• 付属品、オプション品は防水/防塵性能を有しておりません。風呂場、シ 
トワー室、キッチン、洗面所などの水周りでは使用しないでください。 

• 実際の使用にあたって、ずべての状況での動作を保証ずるちのではありま 
せん。また、調査の結果、お客様の取り扱いの不備による故障と判明した 
場含、保証の対象外とな0まず。 


[水に濡れたときの水巧きについて 


• 端末に水滴が付着したままご‘使用になると、スピーカーなどの音量がルさ 
くなったり、音質が変化ずる場含がありまず。 

• ボタンなどの隙間から水分び入0込んでいる場合がありまず。 

下記の手順で端末の水分をおり除いてください。 

1 端ホ表面の水巧を乾いたきれいな巧でよく拭き取る 



2 端末を確実に持って、を面をがなくとち20回程度、水滴が巧ばなくなる 
までしつか0振る 



<受話 □/ スピーカーの <送話□の水抜を> <イヤホンマイク端子の 
水抜を> 水抜さ> 
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3 乾いたきれいな巧に端末を軽く巧し当て、送話□、受話 □/ スピーカー、 
ボタシ、イサホシマイク端子などの隙間に入った水分を拭き取る 

• 隙間に溜まった水分を綿棒などで直接}式き巧らないでください。 




4 十分に水分を取り除いてからご‘使用ください 

• 上記の手順を行ってち、端末に水分が残っている場含がありまずの 
で、しばらく自然乾燥させてからご使用ください。また、水が染み出 
ることがあ0まずので濡れては困るちのをそばに置かないよラにご注 
意、ださし、。 


充電のとまには 


付属品、オプション品は防水/防塵性能を有しておりません。充電時、およ 
び充電後には;欠の点を確認してください。 

• 端末が濡れた状態では絶巧に充電しないでください。端末が濡れたときは 
よく水抜きをして乾いたきれいな布でおき取ってから充電してください。 
• 充電後はしっかりと外部接続端子カノ を閉じてください。 

• 濡れた手で AC アダプタケーブルに触れないでください。 

• AC アタ'プタケーブルは、風呂場、シトワー室、キッチン、洗面所などの 
水周りで使用しないでください。 
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ご使用前の確認 


各部の名掏と機能 



か 





〇ドコモ miniUIM 力ード挿入口 
G イ"\^ホンマイク端子 
0 外部接続端子 

〇光 tz ンヴ ー :周囲の明るさを検知して、画 
面の明るさを自動調節しまず。 

近接 t ンサ ー :通話中にタッチパネルの誤 
動作を防ぐための t ンサーでず。 

0 着信/充電ランプ：電話听 sp モードメール 
の着信時などに点滅しまず。充電中に点灯 
しまず。 

〇 ディスプレイ（タッチパネル） 

〇 I ろ I バックボタン:直前の画面に戻りま 
す。 

包 r ~5 n ホームボタシ:ホーム画面に戻りま 
ず（な P .37)。 

〇 I ：= 1 メニューボタン:現在の画面で使用 
できるオプションメニューを表示しまず。 
⑩受話口/ スピーカー 
の 回電源ボタン：電源を ON / OFF しまず 
(な P .34)。 

0因/因音量ボタン 
⑩ Wi - 円/ Bluetooth / GPS アンテナ 
の カメラ 

瓜压)マーク： 1 C 力ードを搭載していまず。 

に力ードは取り外しできません。 

⑩ FOMA ァンテナ則 
の 送話口（マイク） 

アンテナは、本体に巧蔵されていまず。ア 
ンテナ付近を手で覆ラと品質に影響を及ぼ 
ず場をがありまず。 
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ドコモ miniUIM 力ード 


ドコモ miniUIM 力ードは、お客様の電話涅号などの盾巧が記録されている 1 C 
力ードでず。ドコモ miniUIM 力ードび巧り巧けられていないと、本端末で電 
話の発着信やメールの送受信、データ通信などの通信び利用できません。 

•本3晶末では、ドコモ miniUIM 力ードのみご利用できまず。ドコモ UIM 力一 
ド、 FOMA 力ードをお持ちの場合には、ドコモショップ窓□にてお巧り替 
充ください。 

• ドコモ miniUIM 力ードについて詳しくは、ドコモ miniUIM 力ードの取扳説 
明 書をご覧ください。 


ドコモ min 山 IMA — ドの巧0巧け/巧0外し 


• ドコモ miniUIM 力ードの取り付け/取り外しは、端末の電源を切ってから 
行ってください。 

• ド]モ miniUIM 力ードを取り扳ラときは、に部分に触れたり、傷つけない 
よラにごミち意ください。また、ドコモ miniUIM 力ードを無理に取り付けた 
りおり外そラとずると、ドコモ miniUIM 力ードが壊れることがありまずの 
でご注意ください。 

■ド コモ miniUIM 力ード巧なツール（試供品）について 


ドコモ miniUIM 力ードの取り付け/取り外しには、ドコモ miniUIM 力ード挿 
抜ツールを使用しまず。 

ドコモ miniUIM 力ード挿抜ツールは、 「 FRONT 」 の刻 EP が端末のデイスプレ 
イ侧、 「 REAR 」 の刻印が端末の背面側になるようにし、ガイド部分で端末を 
挟み込むようにして、突起部の先端とドコモ miniUIM 力ードの端を確実に含 
ねせるよラにしてください。 
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ド〕モ min 山 IMA - ドを巧り付ける 


1 を色の 1 C 面を下にしてドコモ miniUIM 力ードをドコモ miniUIM 力ード 
挿入□に途中まで差し込む 

• ドコモ miniUIM 力ード挿入ロカバーの開けちについてはな P .25 
• ド〕モ miniUIM 力ードをイラストの向きにして差し込みまず。 



2 ドコモ miniUIM 力ード巧巧ツールの实起部を利用して、ドコモ miniUIM 
カードをまつずぐ巧し込む 

• 「カチッ」と音がずるまで押し込んでください。 



ドコモ min 山 IM カードを巧0外ず 


1 ドコモ miniUIM 力ード挿巧ツールの巧起部でドコモ miniUIM 力ードを 
いつたん奥まで巧し込む 



2 ドコモ miniUIM 力ードを印10出ず 
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本端末の保存領域について 


本端末では、 microSD カードを巧入して使用できないため、内部ストレージ 
と USB ストレージといラ2つの巧ち領域を持つていまず。 

内部ストレージには、 Android マーケットでイシストールしたアプリケーシ 
ヨシや連お先、ブックマークなどが巧巧されまず。 

USB ストレージは、 microSD 力ードの代ね0になる保を領域で、ウェブサイ 
卜からダウシ□-ドしたファイル （Android マーケットが外から入手したア 
プリケーシヨシ、画像、ドキユメシトなど）や撮影した困像などがなをされ 
ます。 

アプリケーシヨシによつては、データやファイルを mi び oSD 力ードに保存ず 
る旨が表示されていてち、 USB ストレージに保存されまず。 


microSD カードを利用ずる 


mkroSD 力ードリーダライタケーブル（試供品）を巧続して、本端末と 
microSD 力ードの間でファイルをコピー/移動したり、本端ホに保存されて 
いるデータやファイルを microSD 力ードにバックアップしたりできまず。 

本端末と microSD 力ードの巧でデータやファイルのコピ ー/ 移動を巧ラ場合 
は、あ5かじめ microSD 力ードを差し込んだ mi び oSD 力ードリーダライタ 
ケーブルを本端末に巧続してください。 microSD 力ードリーダライタケーブ 
ルの}妄続方法については、付属の取巧説明書をご覧ください。 

また、 mkroSD 力ードをお持ちでなし>場合は、別途お巧めいただく必要がお 
0まず。 

• microSD 力ードリーダライタケースレを接続し、使用可能状態になると、 
音声通話発着信、パケット通信などはご利用になれません（本端末は機内 
モードにな0まず）。 

microSD 力ードリーダライタケーブルを取り外ずか、長時間 （150 分程 
度）接続しにままにしていると、機巧モードは自動的に解除されまず。 

• microSD 力ードリータライタケーブルは、ドコモ miniUIM 力ードを挿入し 
ていない状態では使用できません。また、圏外、および国際 n — s ング中 
は使用でさません。 

• microSD 力ードリーダライタケー刀しを無効にずるには、通知パネルを開 
いて通知をタップしまず。 

• アプリケーシヨンによっては、データ竹ファイルを microSD 力ードに保存 
ずるちのがありまず。 


充電 


■充電 時のごな意 

• 付属の AC アグプタのプラグお状は AC 100 V 庙（国内仕様）でず。海外で 
利用ずる場合は、渡航先に適合した変換プラグアダプタが必要でず。な 
お、海外旅行用の変圧器を使用しての充電は行わないでください。 
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• 電池切れのが態で充電を開始した場を、電源を入れてちずぐに起動しない 
ことがありまず。その場合は、端末の電源を切ったまま充電し、しばらく 
してから電源を入れてください。 

• 充電したまま端末を長時間おくと、充電を繰0返ずことがありまず。ま 
た、充電が終わったあと端末は内蔵電池から電源が供給されるよラになる 
ため、実際に使ラと短い時間しか使えず、ずぐに電池切れの警告が表示さ 
れてしまラことがありまず。このよラなときは、再度正しいち';去で巧電を 
開始してください。再充電の際は、端末を一度 AC アダプタケーブル 、 DC 
アタプタから外して再度たットし直してください。 

■ 巧蔵電池の寿命について 

• 1回で使える時間がお買い上げ時に比べて半分程度になったら、内蔵電池 
の寿命が近づいていまずので、早めに交換ずることをおずずめしまず。 



1 付属の microUSB ケーブルの microUSB プラグを、 USB マーク（み) 
を上にして外部巧続端子に水平に差し込む 

• 外部接続端子カバーの開けかたについてはな P .2 日 


2 microUSB ケーブルの USB プラグを、 USB マークを手前にして AC アダ 
プタの USB コネクタに水平に差し込む 

3 AC アダプタの電源プラグを起こし、家庭用などの AC100V のコシセシト 
へ差し込む 

4 充電が完了した5、 AC アダプタの電源プラグをコシセシトから巧く 


ご使用前の確認 33 















5 microUSB ケーブルを AC アダプタと端末か 5 巧く 


■充電 や*充電完了時の表示について 



着信/巧 電 ラシプ 

電池アイコシ 

充電中 

赤色で点灯 

! 

t 

見在の電池レべ J レからレべ;レ6までを 
り0替えながら表示しまず。 

な： レベル6 レペル5 

コ： レベル4 ]: レペル3 

JM - レベル2 D : レペル1 

充電完了 

消灯 




• 端末の電源を切っているときは、電池アイコンは表示されません。 

電池が切れた状態で充電を閒始ずると、着信/充電ランプがずぐに点灯し 
ない場合がありまずが、充電自体は開始されていまず。ちし、充電開始後 
に着信/充電ランプが長時間点灯しない場合は、端末を一度 AC アダプタ 
ケースレから外して、再度充電をやり直してください。再び同じ動作をず 
る場合は AC アタプタや内蔵電池の異萬た故障が考えられまずので、ドコ 
モショップなど窓口までご相談ください。 


Hk ソコシを使って充電ずる _ ] 

本端末とパソ〕シを付属の microUSB ケーブルで巧続ずると、本端末をパソ 
コシかち充電ずることができまず。 


電源を入れる/切る 


1 回を2砂が上押ず 

しばらくずると、□ック画面が表示されまず。 

■電源を切る 

端末の電源を切るには、ホー厶画面で固を1秒拟上押し、携帯電話オプション 
メニューで[電源を切る] ►[0 K ] をタップしまず。 

• 電源を切る際に時間がかかる場合がありまずが、そのまましばらくお待ち 
くださし、。 

■ 携帯電話オプショシメニュー 

[マナーモード]をタップずると、着信音、操作音、各種通知音を消ずマナー 
モードを設をできまず。 

また、[機内モード]をタップずると、ワイでレス通信機能を無効にずる機内 
モードに設定できまず。 

• マナーモードに設定中でち、音楽竹動画、アラーム、カメラのシトッター 
音などは消音されません。 
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["ディスプレイの表示が消えたち _ I 

本端末を一定時間操巧しなかったときは、自動的にディスプレイの表示が消 
无てスリープモードにな0ます。 

1 固を押ず、または 厂 を□シグタツチ 

スリープモードが解除され、□ツク画面が表示されまず。 

• 手動でスリープモードにずる場合は、ディスプレイ表示中に回を押し 
まず。 


[□ツ ク画面を解除ずる 

1 ©をタップ 

• 「たキユリテイ」を設定している場合は、 
設定した解除方法を行いまず。 



基本操作（タツチパネルの使いかた） 


r タツチパネルの操作 _ ] 

本端末のデイスプレイはタッチパネルになつてお0、指で直お触れて操作し 
まず。 

• お買い上げ時にタッチパネ J レに貼られているシートをはがしてからお使い 
<ださい。 

• タッチパネルは指で軽く触れるよラに設計されていまず。指で強く押した 
り、先の尖っにもの（の/ボー J しペン/ピンなど）を押し付けたりしない 
でく尸’古し、 

• 拟下の場含はタッチパネルに触れても動作しないことがありまず。また、 
誤動作の原因とな0ますのでごま意ください。 

• 手袋をしたままでの操作 
• m の先での操作 

• 異物を操作面に乗せたままでの操作 
• 保護シートやシールなどを貼っての操作 
• タッチパネルが濡れたままでの操作 
• 指が汗や水などで濡れたげ態での操作 
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■タップず る 

画面の項目杆アイコンをトンとたたいて選巧しまず。 

■ダブル タップずる 

ウェブ‘ぺージを拡大したいときにずば种く2回続けてタップしまず。再度タブ 
ルタップすると縮かしまず。 

■□シク タッチずる 

画面の項目やアイコンを指で押さえたままにしまず。ポップアップメニュー 
などを表示ずる場合に使いまず。 

■フリック ずる 

複数のぺージやデータがあるときに画面を左ちにずばや 
くはらラよラにちちれると、前後の画面に切り替わります。 


■ ドラツグずる 

画面の項目竹アイコンを指で押さえながら移動しまず。 


■スク □—ルずる 

画面を上下左ちち向にフリック/ドラッグして、隠れている自13分を表示しまず。 

■ ピシチずる（広げる*狭める） 

ウェブページや静止画などの表示中に、画面を2本の指 
で広げる（ピンチアウト）と拡大し、つまむ（ピンチイ 
ン）と綿かしまず。 




縦/横画面表示を切〇替をる 


端末の向きや動きを巧知ずるモーシヨシセシサーによつて、端末を縦または 
横に持ち替元て、画面表示を切0替えることが'できまず。 


お知らせ 


• 端末を垂直に近い状態で操作してくださし、水平に寝かせると向きや動 
きの変化を正しく検知できず、画面表示が切り替わらなし竭合がありまず。 
• 表示中の画面によっては、端末の向きを変えてち画面表示が切り替わら 
ない場合がありまず。 
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ホーム画面 


ホーム面面はアプリケーシヨシを使用ずるためのスタート画面で、 nan を 
タップずると表示されまず。 

ホームアプリには、 docomo Palette UI. "フイットホーム"、"タッチスピ 
-ドセレクター"、ラシチの4種類がありまず。ここでは docomo Palette 
UI の操作を説明しまず。 


「ひつじのしつじくん@」 
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〇インジクーター 

ホーム画面の現在位置が表示されまず。最大12シート（パーソナルエリ 
ア含む）まで表示され、画面を左ちにフリックして切り替えられまず。 
[パーソナルエリア]シートでは契約内容などを確認できまず。 

包クイック検索ボックス 

端末巧のアプリやウェブページを検索できまず。 



包マチキトラ 

文一) し受信传着信などの情報をおしらせしまず。 

〇シヨートカット、ウイジェット、フォ J しダ、グループを自由に配置でき 
まず。 

0 [パーソナ J しエリア]シートが外のずべてのシートに表示され、アプリケ 
ーシヨンー覧画面を表示しまず。 

包ドック 

[パーソナ J レエリア]シートが外のずべてのシートに表示され、シヨート 
カット、フォ J レダ、グ J しープを配置でさまず。 

• I ミ 1 ►[ホー ム画面—賣] ►[ + ] をタップずると、ホーム画面を追加でき 
まず。追加したホーム画面を削除するには、ホーム画面を□ンヴタッチし 
て、1■にドラッグしまず。 
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■ New! アイコシについて 

新規に購入（夕’ウン□-ド）したアプリケーションには、ホー厶画面竹アプ 
リケーションー覧画面で田 （ New ! アイコン）が表示されまず。 

r ホーム画面にショ ー S カジ S などを追加ずる _ ] 

1 ホーム困面 ►背景 部分を□シグタッチ 

2 [ショートカット]/[ウィジXットン[フォルダ]/[グループ] 

• [きせかえ]/[壁紙]をタップずると、ホーム画面のデザインた壁紙を 
変更でさまず。 

3 追加したいショートカットなどを選が 

• ショートカット听ウィジェットなどを□ングタッチすると、そのまま 
ドラッグして移動したり、面にドラッグして削除したりできまず。 

r アイコシの見かた _ I 

ステータス八’一には端末の巧態を示すアイコシが表示されまず。 

ステータスパーの左側には通巧アイコシ、ち側にはステータスアイコシが表 
示されまず。 

ステータス バ — 


■まな 通知アイコシ 


アイつシ 

説明 

参照先 

け 

新着 Gmail 

P .58 

公 

新着 E メール 

P .57 


新着 sp モードメール 

P .57 

ち 

新着メッたージに MS ) 

P .57 

ム 

メッたージ （ SMS ) の送信失敗 

P .57 


留守番メッたージ 

- 

凹 

亲斤着インスタントメッセージ 

- 

n 

カレンターのモ定 

- 

□ 

楽曲再生中 

- 

□ 

Wi-Fi の才ープンネットワークが利用可能 

P .49 

■ 

Bluetooth 通信でファイル着信 

- 

口 

VPN 接続/切断 

- 

■ 

USB 接続中 

P .34 
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アイ:]シ 

説明 

参照先 

化 

USB テザリング利巧中 

P .50 

m 

Wi - Fi テザリング利用中 

P .50 

◎1 

USB テザリングと Wi - Fi テザリング利用中 

P .50 

の 

エラーメッたージ 

- 

田 

通話中 

P .51 

■ 

不在着信 

P .53 

田 

応答保留中/通話保留中 

P .52 

■ 

データのアップ□ード 

- 

■ 

データのタウン□ード 

- 

- 

Android マーケットなどからのアプリケーシヨンがインス 
トール完了 

P .42 

S 

Android マーケットのアプリケーシヨンがアップデート巧 
能 

P .42 

B 

非表示の通知あり 

P .40 


eco モード中 

- 

面 

たキユリティ□ック解除中 

P .45 

巧 

温度異常 

P .62 

a 

充電異常 

P .62 


■ 主なステータスアイコシ 


アイコシ 

説明 

参照先 

而 x'l 

電波状態 

- 

而 XI 

□-ミンク‘中 

- 

■ 

圏外 

- 

が1 

GPRS 使用可能 

- 

固 XI 

GPRS 通信中 

- 

が1 

EDGE 使用可能 

- 

宜 XI 

EDGE 通信中 

- 

田の 

3 G (パケット）使用可能 

- 

龄1 

3 G (パケット）通信中 

- 

巧 

機内モード 

P .34 


Wi-F 腊続中 

P .49 

H 

Bluetooth 機能 ON 

- 

■ 

Bluetooth 機器接続中 

- 
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アイコシ 

説明 

参照 先 

■ 

データ同期中 

- 

因 

おサイフケータイ□ック設定中 

- 

间 

ドコモ miniUIM カード末挿入 

P .30 

巧 

アラーム設定中 

- 

m 

スピーカーフォン ON 

P .52 

m 

マイク S ユート 

P .52 

■ 

マナーモード（バイブ ON ) 

P .34 

a 

マナーモード（バイブ OFF ) 

P .34 

■: 

要充電 

P .32 

m 

電池残量が少ない 

P .32 


電池残量十分 

P .34 

3 

充電中 

P .34 

□ 

GPS 測位中 

- 


XI ネットワークのアイコンは、 Google アカウントを設定していない場 
合や、アカウントと同期の設定の[バックグラウンドデータ]のチ エッ 
クを外している場合など、白色で表示されまず。 


通知八本ルを開く 


通知アイコシが表示されたち、通知パネルを開いてイツセージやモ定などの 
通知を巧認でままず。 



• 通知をタップずると、詳細を確認したり必要な設定を行ったりずるこ 
とがでさまず。 

• [通知を消去]をタップずると、通知パネル内の表示が消去されます。 

にだし、通知内容によっては消去できない場含がありまず。 

• 通知パネル下のバーを上にドラッグずる力、、をタップずると通 
知パネルを閉じまず。 
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アプリケーシヨシ画面 


r アプリケーシヨシー覧画面を表示ずる 

アプリケーシヨシー覧画面では、イシスIルされているアプリケーシヨシ 
がグ J レープ別に表示されまず。 

1 ホーム画面 ►け 



「ひつじのしつじくん@」 
© NTT DOCOMO 


〇グ J レープ名とアプリケーシヨン数が表示されまず。グループをタップ 
して、アプリケーシヨンアイコンの表示/非表示を切り替えられまず。 

0 各クレープのアプリケーシヨンー覧を表示しまず。 

• アプリケーシヨンを□ングタッチずると、[ホームへ追加]をタップしてシ 
ヨートカットをホーム画面に追加したり、[アンインストール]をタップし 
てアンインス!ルしたりできまず。また、□ングタッチしたままドラッ 
グして移動ずることちできまず。 

• こ ►[グルー プ追力!]]をタップずると、グループを追加できまず。グル 
ープを編集/削除ずるには、グループを□ングタッチしまず。 
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Android 7 —ケツ 


Android マーケットで便利なアプリケーショシや楽しいグームを探して、本 

端末にイシスIルずることができまず。 

• あらかじめ Google アカウント（な P .47) を設定してください。 

1 ホーム困面 ►[マーケット] 

• 初回起動時は利用規約を読み、[同意ずる]をタップしまず。 

2 アプ U ケーショシを検索してイシス!ル 

• 多くの機能または大量のデータにアクセスずるアプリクーションをイ 
ンストールずるときは、特にごミち意ください 。アプリケーションをイ 
ンス I J レずると、アプリケーションの使用に関ずる責任を負ラこと 
にな0まず。 

• 有料アプリケーションのま化いには Google Checkout を利用しまず。 
アプリケーションのダウン□-ド後、規定の時間が内であれば、返品 
して全額化い戻しを受けることが‘できまず（各アプリケーションにつ 
き1 回のみ)。アプリケーション購入時のミ化し^ち';去や返金要求の規定 
などについて詳しくは、 Android マーケッ h の 西! 面で ►[ヘル 
プ]をご覧ください。 


お知らせ 


• アプリケーションのインストールは安全であることを確認の上、自己責 
任において実施してください。ウイ J レスへの感染竹データの破壊などが 
起吉る場合があ0まず。また、音量が変わる場合がありまずのでご注意 
ください。 

• 万が一、お客様がインストールしたアプリケーションなどにより動作不 
良が生じに場含、当社では一切の責任を負いかねまずのであらかじめご 
了承ください。 

• お客様がインス!ルしたアプリケーションなどにより、お客様ご自身 
または第兰ちへの不利益が生じた場含、当社では一切の責任を負しぶ、ね 
まずのであらかじめご了承ください。 

• アプリケーションによってはインターネットに接続し、自動で通信を行 
ラちのがありまず。パケット通信料金び高額になる場合がありまずので 
ご注意ください。 

• Android マーケットからのアプリケーションの購入および返金などについ 
ては、当社では一切が応できかねまずのであらかじめご了承ください。 
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文字入力 


本端末では、义字入力欄をタップし、表示されるキーパッドを使用して义字 
を入力できまず。また、手書きで义字を入力ずることちでままず。 


[フイツトキーで入力ずる 


1 文字入力欄をタップ 


テンキーパツドが表示されまず。 



• テンキーパッドで文字を入力ずるには、目的の文字が表示されるまで夕字 
入カキーを続けてタップずるちミまや、文字入カキーをタッチしたまま、目 
的の文字のち向にフリックずるちまがありまず。 

• で字を入力ずると、予測変換假補が表示されまず。 

• 日をタップずると、カーソルの左側にある文字を削除しまず。 

• 0をタップずるたびに英字/数字/かな入力を切り替えまず。また、 □ 
ングタッチ ►[入カ モード切替]をタップして、全角/半角を切り替えまず。 
• 园をタップずると、絵文字 D/ 絵で字/記号/顔文字を入力できまず。文 
字入力欄によって入力できる文字種が異なりまず。 

• キーパッドを閉じるにはをタップしまず。 


■ QWERTY キーパツドで文字を入力ずる 

キーパッドの回を□ングタッチして、[テンキーけフルキ ー] をタップずると 
QWERTY キーパッドに切り替えまず。 


awertyuiop 
a 8 (3 f 6 h j It I - 
， z| 日 。 I [。: n m C 

司网 n 円 n 问恥 
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手書まで文字を入力ずる 

1 文字入力欄を□シグタッチ ►[入力 方法] ►[クイック 手書ま] 
2 文字入力枠に手書きで入力 



• 文字入力枠をピンチアウト/ピンチインずると、枠を1マス/2マス/6マ 
スに切り替えまず。 


□ック/セキュリティ 


• 各種暗証畜号や□ック機能の詳細については、「取扱説明書」アプリ （eh 
リセツ）をご覧ください。 


PIN コードを設定ずる 


電源を入れたときに PIN1 コードを入力ずるように設定しまず。 

1 ホーム画面 ►(zm ► [本体設定] ► [現な地情報とセキュ U テイ] ► [SIM 
力ード□ツク設定] 


2 [SIM 力ードを□ツク] ►PIN1 コードを乂力 ►[OK] 


[ SIM カードを□ック]にチェックが付きまず。 

• [SIM PIN の変更]から PIN 1 コードを変更でさまず。 

• PIN 1 コードの入力を3回連続して間違えると、 PIN 1 コードが□ック 
されて使えなくなりまず。この場をは、 「 PIN □ック解除コード」で 
□ックを解除してください。 

■ PIN □ック解除コード (PUK) 

PIN □ック解除コードは、 PIN 1 コードが□ックされに状態を解除ずるための 
8おの香号でず。なお、 PIN □ック解除コードはお客様ご自身では変更できま 
せん。 

• PIN □ック解除コードの入力を10回連続して間違えると、ドコモ miniUIM 
カードが□ツクされまず。その場をは、ドコモショップ窓口にお問い合わ 
せください。 
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たキュ u ティを設ちずる _ ] 

他の人に使用されないよラに、様々な□ック解除方法やパターシを利用して 
本端末を□ックずることができまず。また、 Edy を搭載した 1C 力ードを本端 
末に登録ずることで、 1C 力ードを利用して□ックを解除ずることちできまず。 

•「Edy (エディ）」は、楽天株式会社の子会社であるビットワレット株式会 
社を通じて運営ずるプリペイド型電子7ネーサービスのブランドでず。 

• に力ードを登録ずる場合は、あらかじめおサイフケータイの初期設定を行 
って < ださい。 

1 ホーム画面 ► r~=r~] ► [本化設定] ► [現な地情巧とセキュリティ] 

7 [セキュ U ティ] ►[さっそく 設定] ►画面 □ックの□ック解除方法を選が 
►画面に 従って解除パターシを登録ずる 

• に力ードを登録ずる場合は[登録ずる]を、登録しない場合は[スキッ 
プ]をタップしまず。 

• たキュリテイを無効にずるには、手順1の操作を行ったあと、[たキュ 
リテイ] ►鼓を した解除ち';去を行ラ ►[なし]►[はい] をタップしまず。 


八イス管理をを選択ずる ] 

本端モの管理ちの柜旧のち巧/無効を設定しまず。 

• おまかせ□ツクを利用ずる場含は、「おまかせ□ツク J を有効にずる必要 
がありまず。2012年2月現在、おまかせ□ックはご利用いただけません。 

1 ホーム画面 ► nn ► [本化設定] ► [現な地情巧とセキユ U テイ] 

7 [デバイス管理者を選が] ►管理ち を選巧 ►[有効に ずる]/[無効にずる] 
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初期設定 


初期設定 


お買い上げ後、はじめて本端末の電源を入れた場合は、画面の指示に従って 

Google アカウシトや GPS の巧置情巧の設定を巧いまず。 

1 Android をタップ ►[か 成] 

• 初期設を実行中に機能バージョンアップの案巧画面が表示されたとき 
は、 [0 K ] をタップし、ドコモサービスについての設定を行ラと直前 
の画面に戻って操作を続けられまず。 

• Android が表示されている画面で[言語変更]をタップずると、使用ず 

• ずでに Google アカウントをお持ちの場合は、[□グイン]をタップし 
まず。 

• Google アカウントを設定しない場合は、[スキップ]をタップしまず。 

7 Google アカウシトに登録ずるを前と姓、巧望ずるユーザーを 
{@ gmaM.com の前の部分）を入力 ►[次へ] 

3 パスワードを入力 ►確認の ためパスワードを再入力 ►[なへ] 

4 セキュ U テイ巧護用の質問欄で質問を選択 ►答无 欄に任意の答えを入力 
►モ循 のメー J レ欄にずでにお持ちのメー J レアドレスを入力 

• パスワードをお忘れになった場合、 Google のホームぺージで[セキュ 
リテイ保護用の質問]と[答え]を一致させれば、[予備のメール]にパ 
スワードを送信できまず。 

5 W ぶ] 

6 Google 利用規約をお認 ►[同意して 次へ] 

7 図で表示されている文字を入力 ►[次へ] 

8 位置情報についての内容を巧認 ►[次へ] 

• Google アカウントとともにデータを Google のヴーバーにバックアッ 
プずる場合は、チェックを付けまず。 

Q [次へ] ►[セットアップを 完了] 
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Google アカウシ 


Gooale アカウシトを設定ずると、 Android マーケットからのアプリケーシ 
ヨシのダウシ□—ドなどが可能となりまず。ずでに Google アカウシトをお持 
ちの場合は、既存のアカウシトを本端末でご利用いただけまず。 

1 ホーム画面 ►に!1つ ►[本 化設定] ►[ア カウシトと同期] 

2 [アカウシトを追加] ► [ Google ] ► [次へ] ► [かぶ] 

• ずでに Google アカウントをお持ちの場合は、[□グイン]をタップし 
まず。 

3 P .46 r ネリ期設定」手順2〜7の操作を行ラ 

4 同期するデータにチェックを付ける ►[完了]►[た ットアップを完了] 


アクセスポイシトを設定ずる 


イシターネットに接続ずるためのアクセスポイシト （ sp モード 、 mopera 
U ) は、あらかじめ登録されており、必要に応じて追加、ををずることちで 
ままず。 

• お買い上げ時には、通常使ラ接続先として sp モードが設定されていまず。 
ただし、契約内容によっては設定が異なる場合がありまず。 


[利用中のアクセスポイシトを確認ずる 


1 ホーム画面 ►[! 量つ ►[本 化設定] ►[無線と ネットワーク] ►[モ 八イル 
ネツトワーク] ►[アクセス ポイシトを] 


r アクセスポイシ S を追加で設定ずる _ ] 

• MCC を440、 MNC を10总外に変更しないでください。画面上に表示され 
なくなりまず。 

1 ホーム画面 ►こ]1つ ►[本 化設定] ►[無線と ネットワーク] ►[モ 八イル 
ネットワーク] ►[アクセス ポイシト名] 

2 rir~ ] ►[巧し し、 APN ] 

3 [名前] ►か 巧ずるネットワークプ□ファイルのを前を入力 ►[ OK ] 

4 [ APN ] ►アクセス ポイシトをを入力 ►[ OK ] 
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5 その他、通信事業ちによって要巧されている項目を入力 ►巳 iz) ►[保存] 

• MCC 、 MNC の設定を変更して画面上に表示されなくなった場合は、 
初期設定にリたットずるか、手動でアクたスポイントの設定を行って 
ください。 


[>ク セスポイシトを初期化ずる 

アクセスポイシトを初期化ずると、お買い上げ時の巧態に戻0まず。 

1 ホーム困面 ►(ZE ►[本体 設定] ►[無線と ネットワーク] ►[モ 八イル 
ネットワーク] ►[アクセス ポイシト名] 

2 (zm ►[初期設定に U セット] 


I sp-c—K _I 

sp モードは NTT ドコモのスマートフオシ向け ISP でず。イシターネット巧続 
に加え、 i モードと同じメールアドレス （@docomo.ne. か）を使ったゾー 
ルサービスなどがご利用いただけまず。 sp モードはお申し込みび必要な有料 
サービスでず。 sp モードの詳細については、ドコモのホームぺージをご質く 
ださい。 


[moDera U _| 

mopera U は NTT ドコモの ISP でず。 mopera U にお申し込みいただいたお 
客様は、簡単な設定でイシターネットをご利用いただけまず。 mopera りは 
お申し込みが必要なち料サービスです。 

mopera U を設定ずる 


1 ホーム困面 ► cm ►[本体 設定] ►[無線と ネットワーク] ►[モ 八イル 
ネットワーク] ►[アクセス ポイシトを] 

2 [mopera U (スマートフオシ定額） ]/[mopera U 設定]にチェックを 
がける 


お知らせ 


• [mopera U 設定]は 、 mopera U 設定用アクセスポイントでず 。 mopera 
U 設を用アク t スポイントをご利用いただくと、パヶット通信料がかかり 
ません。なお、初期設定画面および設定変更画面が外には接続でさない 
のでごを意ください 。 mopera U 設定の詳細については 、 mopera U のホ 
ームページをご覧ください。 

• [mopera U (スマートフオン定額） ] をご利用の場含、パケットを額ヴー 
ビスのご契約が必要でず 。 mopera U (スマートフオンを額）の詳細につ 
いては、ドコモのホームぺージをご覧ください。 
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E メール 設定 


—破のプ□八’イダが提供ずる乂ールアカウシトを設定して、 E 乂一 J レを利用で 
ままず。 

• あらかじめご利用のサービスプ□ノ（イダから設定に必要な情報を入手して 
<ださい。 

1 ホー ム画面 ►©►レ t — ル] 

2 メールアドレスとパスワードを入力 ►[次へ] 

3 画面に従って操作する 


お知らせ 


• メールアカウントの自動設定が完了しない場合、手順2で[手動セットア 
ップ]をタップし、アカウント設定を手動で入力します。 

• 別のメールアカウシトを勸□したし嗎含は、メールー覧画面 ►こ HD ►[ア 
カウント] ► CUD ►[ア カウントを追加]をタップしまず。 


-Fi 


本端ホの Wi - Fi 機能を利用して、自宅や社内ネットワーク、公を無線 LAN サー 
ビスのアクセスポイシ トに巧続して、 メールやイシター不ットを利用できます。 

1 ホーム画面 ►巳11 □►[本 化設定] ►[無線と ネットワーク] ►[ Wi - Fi ] に 
チェックをがける 

Wi - Fi が ON になり、利用巧能な Wi - Fi ネットワークを検索しまず。 

2 [ Wi - F 間巧] 

検出された Wi - Fi ネットワークのネットワーク名とたキュリティ設定（才 
ープンネットワークまたはたキュリティで保護）が Wi - Fi ネットワークリ 
ストに表示されまず。 

• 手動で Wi - Fi ネットワークを登録ずる場合は、 [ Wi - Fi ネットワークを 
追加] ►必要な 情報を入力 ► [保存]をタップしまず。 
iZ キュリティは[なし]/ [ WEP ]/[ WPA / WPA 2 PSK ] から選択しまず。 

3 Wi - Fi ネットワークを選が ►[接続] 

• セキュリティで保護された Wi - Fi ネットワークを選択した場合、パス 
つード （ t キュリティキー)を入力し、[接続]をタップしまず。 

• 接続中の Wi - Fi ネツトワークを切断ずる場合は、 Wi - Fi ネツトワークを 
選択して[切断]をタップしまず。 
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お知らせ 


• Wi - R 機能が ON のときもパケット通信を利用できまず。ただし Wi - Fi ネッ 
トワーク接続中は、 Wi - F が‘優先されまず。 Wi - Fi ネットワークが切断さ 
れると、自動的に 3 G / GPRS ネットワークでの接続に切り替わりまず。 
切り替わったままでご利用される場合は、パケット通信料が発生しまず 

のマ’一.''モちくドゴい 

• 圏外等で Wi - Fi ネットワークが切断された場合、圏内に戻ったあとの自動 
接続に時間がかかることがありまず。 


■ WPS について 


アクたスポイントが 「 WPS 」 に対応しているときは、簡単な操作でアクセス 
ポイントに接続できまず。 

• プッシュボタンち式の場合は手順2で [ WPS ボタン方式]をタップし、アク 
t スポイントの WPS ボタンを押しまず。 

• PIN コードち式の場含は手順2で [WPS PIN コードち式]をタップし、端末 
に表示された PIN コードをアクセスポイントに入力しまず。 


Wi-Fi テザリシグを利用ずる 


本端末を Wi-Fi アクセスポイシトとして利用ずることで、巧線 LAN 対応のパ 
ソコシなどをイシターネットに最大5台まで同時巧続させることができまず。 

1 ホーム困面 ►こ H つ ►[本体 設定] ►[巧 線とネットワーク] 

7 [テザ U シグとポータブルアクセスポイシト] ►[ポ ータブル Wi-Fi アクセ 
スポイシト] 

3 [ミ主意事項の詳細] ►内容を 確認 ►azi^[oK] 

ポータブ J し Wi - Fi アクたスポイントが有効になりまず。 


USB テザリシグを利用ずる 


付属の microUSB ケーブルで USB 巧応のパソコシなどを本端ホと接続し、モ 
デムとして利用ずることでイシターネットに接続させることができまず。 

1 端末とパソコシを mi び oUSB ケーブルで巧続ずる 

2 ホーム画面 ►巳 1つ ►[本体 設定] ►[無線と ネットワーク] 

3 [テザリシグとポータブルアクセスポイシト] ► [USB テザリシグ] 

4 [注意事項の詳細] ►内容を 確認 ►azi^[oK] 

USB テザリングが有効になりまず。 
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電話 


電話 


[電話をかける 


1 ホーム画面 ►度) ►[電話]►[ダイ サル]タブ ►巧手の 電話香号を入力 

• 電話香号を間違えたときは、 I の をタップして入力した番号を消 
しまず。 

• 1回の通話ごとに発信を香号の通知/非通知を設ちずるには、 

こ IT □►[発信 者番号通知]をタップしまず。 


2 — _ ^ 

3 通話が終了したち[終了] 


緊急通報 


緊急通報 

電話番号 

警察への通報 

110 

消防-救急への通報 

119 

海上での通報 

118 


• 日本国内では、ドコモ miniUIM 力ードを取り付けていない場合、緊急通報 
110蚕、119番、118香に発信できません。 

• 本端末は、「緊急通報位置通射]」に巧応しておりまず。 

110香、119蓄、118香などの緊急通報をかけた場合、発信場肺の情報（位 
置情報）が自動的に警察機関などの緊急通報受 i 里機関に通知されまず。お 
客様の発信場所传電波の受信状況により、緊急通報受理機関が正確な位置 
を確認できないことがありまず。 

なお、「184」を付加してダイレずるなど、通話ごとに非通え日とした場 
合は、位置情報と電話蚕号は通知されませんが、緊急通報受理機関が人命 
の保護などの事由から、必要であると判断した場合は、お客様の設定によ 
らず、機関側が位置情報と電話番号を取得ずることがありまず。 

また、「緊急通報位置通知 J の導入地域/導入時期については、各緊急通 
報受理機関の準備状況により異なりまず。 

• 端末から110番、119香、118蚕通報の際は、携帯電話からかけているこ 
とと、警囊•消防機関側から確認などの電話をずる場合があるため、電話 
番号を伝え、明確に現在地を倍るてください。 

また、通報は途中で通話が切れないよラに移動せず通報し、通報後はずぐ 
に電源を切らず、10分程度は着信のできる状態にしておいてください。 

• かけた親により、管轄の消防署•警察署に接続されなし、場をがありまず。 
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電話をまける 


1 電話がかかってくる ►[操 巧開始] ►[通話] 

• 応答を保留ずる場合は、こ n つ ►[応答 保留]をタップしまず。 

• 応答を拒否ずる場含は、[操作開哟 ►[拒否] をタップしまず。 

2 通話が終了したら[終了] 

通話中の操作 I 

〇田：通話を一時保留 
□ :保留解除 

已：通話巧手を切0替え^1^2 
0通話を終了しまず。 

0 別の相手に電話をかけまず^1。 

〇ワイトレスイホン t ットを使用した八ン 
ズフリー通話に切り替えまずの。 

0夕'イレキーを表示し、プッシュ信号を送 
信しまず’^ 2 。 

包自分の声を相手に聞こえなくしまず X 2 。 

〇相手の声をスピーカーから流して、ハンズ 
フリーで通話しまず X 2 。 

キトッチホンのご契約が必要でず。 

再度タップずるとタップ前の状態に戻 D まず。 

• 通話中に因（音量大 ）/B (音量/ J 、） を押ずと巧手の声の大きさを調節で 
さまず。 
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通話履歴 


1 ホーム画面 ►©►[電話] 

通話履歴画面が表示されまず。 

• 履歴を1件消ちずる場をは、消ちしたい履歴を□ングタッチ ►[通話 
履歴から消去] ►[OK] をタップしまず。 

履歴を全件消去ずる場含は、通話履歴画面 ►[着信 履歴]/[発信履 
歴] ►こ HD ►[を 件削除] ►[0K] をタップしまず。 

〇名前杆電話番号 

タップして電話発信やメッ たー ジに MS) 
の送信、連絡先の詳細表示/追加などがで 
さまず。 

0 タップして階層下の履歴を表示 

同じ名前や電話香号から連続して履歴が記 
憶されに場含、1つにまとめて表示されまず。 

© 這：通知あり発信（[発信者番号通知] 

(な P.51) を[通知ずる]に設定、または 
「186」を付加した発信） 

じ：通知なし発信（[発信者番号通知] 

(な P.51) を[通知しない]に設定、または 
「184」を付加した発信） 

〇夕：発信履歴 
If: 着信履歴 
V:不在着信履歴 
0 階層下の履歴件数 
〇タップして電話を発信 


電話帳 


r 電話帳に登録ずる 

電話帳にはを前や電話香号、メールアドレスなどを登録でままず。 
1 ホーム画面 ►©►[電話帳] 

2 [登録] ►必要な 頂目を入力 
3 皆録完了] 



通話履歴函面 
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連絡先を確認ずる 


1 ホーム困面 ►©►[電話帳] 

連絡先一覧画面が表示されまず。 



〇インデックスバー 
Q タップして電話発信やメッセージ 
に MS) の送信などができまず。 

〇名前 

タップして連裕先の詳細を確認できまず。 
□ ングタッチして連絡先の編集/削除な 
どができまず。 

〇タップしてグループを選択し、グループ 
ごとの連絡先を表示しまず。 

0 タップして通話履歴などを表示しまず。 
〇タップしてマイプ□フイ ーJ レを表示しま 
ず。 

©インデックス 

画面のち端をタップずると表示され、夕 
ップした文字のインデックスノ く一が先頭 
に表示されまず。 

〇タップして検索欄にキーワードを入力 
し、連絡先を絞り込みまず。 


電話帳コピーツ^—ル 


USB ストレージに電話帳データをコピーできまず。また、 Google アカウシ 
卜に登録された電話帳データを docomo アカウシトにコピーでままず。 

• はじめてご利用される際には、「使用許諾契約書」に同意いただく必要が 
あ0まず。 


電話嘘を USB ストレージにエクスポートずる 
1 ホーム困面 ►© ►[電話帳 コピーツール] 

2 [ェクスポート]タブ ►[開 お] 


docomo アカウントに保存されている電話帳データがエクスポートされ 
まず。 microSD カードにエクスポートずる旨が表示されまずが、 USB ス 
トレージに保存されまず。 microSD 力ードリータライタケーカレを使用 
している場合は、 microSD カードに保存されまず。 
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[電話帳を USB ストレージかちイシポートずる 


1 ホーム画面 ►©►[電話帳 コピーツール] 

2 [イシポート]タブ ►イシ ポートしたいファイルをタップ 

microSD 力ードリータライタケースしを使用している場合は 、 microSD 
カード内のデータをインポートしまず。 

3 [上書ま]/[追加] 

インポートしに電話帳データは docomo アカウントに保存されまず。 


[Google アカウシトの連絡先を docomo アカウシトにコピーずる I 

1 ホーム画面 ►©►[電話帳 コピーツール] 

ブ [docomo アカウシトへコピ ー] タブ ►コ ピーしたい Google アカウシト 
をタップ 

3 [上書ま]/[追加] 

コピーした電話嘘データは docomo アカウントに保存されまず。 


お知らせ 


• 他の端末の電話帳項目名（電話香号など）が本端末と異なる場合、項目 
名が変更されたり削除されたりずることがありまず。また、連絡先に登 
録可能な文字は端末ごとに異なるため、コピー先で削隙されることがあ 
0まず。 

• 電話帳をエクスポートずる場含は、名前が登録されていないデータはコ 
ピーでさません。 

• 電話帳をインポートずる場合は、一括バックアップで作成したファイル 
は読み込むことができません。 

• 電話帳コピーツー J レでエクスポートした電話帳を電話嘘コピーツー J レが 
外でご利用される場合、正しく表示されないことがありまず。 
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各種設定 


設定メニュー 


設定メニユーを呼び出して、本端末の各種設定を行ラことができまず。 
1 ホーム画面 ►に!1っ►[本 巧設定] 


な下の設定を行ラことができまず。 


無線とネットワーク 

機内モードや Wi - Fi 、 Bluetooth 、 テザリングなどの設 
定を行いまず。 

通話設定 

ドコモのネツトワークサービスや海外利巧などの設を 
を行いまず。 

ドコモサービス 

ドコモの提供するアプリ听才ート GPS など、ドコモサ 
ービスに関ずる設定を行いまず。 

立 

着信音や音量、マナーモードなどの設定を行いまず。 

• 本端末は受話口とスピーカーを兼用しているため、 
通話終了直後に各種の音が鳴った場合は、設定し 
た音量にかかわらず小さい音量で鳴0始め、設を 
した音量まで次第に大きくなりまず。 

表示 

画面の自動回転杆明るさ、フォントなどの設定を行い 
まず。 

現な地情報とセキユ 

GPS 竹画面□ツク、ノくスワードなどたキュリテイの設 

U ティ 

定を行いまず。 

アプ U ケーシヨシ 

アプリケーションの管理などを行いまず。 

アカウシトと同期 

オンラインサービスのアカウントの設定やデータの同 
期などを行いまず。 

パックアップと復元 

データの初期化竹パ’ツクアツプを行いまず。 

スト レー ジ 

端末の容量を確認したり、端末内のデータを管理した 
0できまず。 

言語とキーボード 

使用言語竹で字入力に関ずる設定を行いまず。 

音声入出力 

音声入力杆テキスト読み上げの設定を行いまず。 

ユーザー 補助 

ユーザー補助アプリケーションの設定を行いまず。 

曰巧と時刻 

曰付や時刻の設定を行し^まず。 

端末情幸 B 

ソフトウエア更新を行ったり、本端末の各種廈報を表 
示したりできまず。 
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乂ール/イシターネット 


sp モ^—ド乂ール 


i モードの乂ールアドレス {@docomo.ne.jp) を利用して、メールの送受 
信ができまず。絵文字、デコメール®の使用び巧能で、自動受信にちが応し 
ていまず。 

• sp モードメールの詳細については、『ご利用ガイドブック （ sp モード編） J ] 
をご覧ください。 

1 ホーム画面 ►©►[sp モード乂ール] 

7 画面に従って操作ずる 


メッセージ （SMS) 


携帯電話香号を宛先にして、全角最大70文字（半角巧数字のみの場合は、最 
大160文字）の文字メッセージを送受信できまず。 


r 乂ッセージ （SMS) を作成して送信ずる 

1 ホーム面面 ►け; ►[メッセー ジ] 

2 [新規作成] ►[To] 欄 ►送信 先の携帯電話番号を入力 

3 [乂ッセージを入力]欄 ►メッセー ジを乂力 

4 [送信] 


E メール 


mopera U や一瓶のプロバイダが提供ずるイールアカウシトを設定して、 E 
ィー J レをす IJ 用で'ま*マ*" 

• あらかじめアクセスポイント（な P .47)、 メールアカウント（な P . 斗 9) 
を設定してください。 


[E 乂 ールを作成して送信ずる 


1 ホーム画面 ►留►[乂 ール] 
2 こ HZ) ►[か 巧] 
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3 [To] 欄 ►メー ルアドレスを入力 

4 [件名]欄 ►件名を 入力 

5 [メッセージをかぶ]欄 ►メッセー ジを乂力 

6 [送信] 



Google のオシライシ Ey— ルサービスでず。本端未の Gmail を使用して、 E 
メ ールの送受信ができまず。 

• あらかじめ Google アカウント（な P .47) を設をしてください。 

1 ホーム画面 ►©►[Gmail] 

• Gmai 你詳細については、 Gmail の画面 ►こ H □►[その他] ►[ヘル 
プ]をご覧ください。 


緊急速報「エリアメール J 


気を斤から配信される緊急地震速巧をま信することができるサービスでず。 

• エリアメールはお申し込み不要の無料サービスでず。 

• 最大日0件保存で苦まず。 

• 下記のよラな場合は受信できません。 

• 国際□-ミング中 
• 通話中 
• 機内モード中 

• 電源を入れたあとに表示される PIN コード入力画面表示 中 
• 圏外のとき 
• 電源 OFF のとき 

• 下記のよラな場合は受信できないことがありまず。 ^1 X 2 
• データ通信中 
• ソフトウェア更新中 
• USB 接続で通信中 
• 本端末のメモリ容量が少ないと吉 

受信できなかったメッセージを再度受信ずることはできません。 

受信できた場合でち、内容は自動表示されません。 
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「緊急連報 r エ U ア乂ール J 受信 _ ] 

エリアメールを受信ずると、エリアメール専用の警告音と八’イブレーショシ 
でお知ちせします。また、内容が自動的に表示されまず。 

• 警告音の音量、バイブレーションは固定されており変更できません。 

• お買い上げ時は、マナーモード中でち警告音が鳴0まず。鳴らないよラに 
設定できまず。 

受信したエリア乂ールを読む 

1 ホーム画面 ►©►[エリア 乂ール] 

受信エリアメー J レー覧画面が表示されまず。 

2 読みたいエリアメールをタップ 

I 緊急速報 r エ U ア乂ール J 設を I 

エリアメー J レを受信ずるかどラかや、受信時の動作などを設定しまず。 

1 受信エリアメールー 覽 面面 ► r~ir~i ► [設定] ► な下の操作を巧ラ 


受信設定 

エリアメールを利用ずるかどラかを設定しまず。 

マナーモー ド時設 
定 

マナーモード中にエリアメールを受信したとき、警告音を 
鳴らずかどラかを設定します。 

鳴動時間 

警告音が鳴る時間を設定しまず。 

着信時動巧確認 

エリアメールを受信したときの動作を確認できまず。 
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クエブブラヴザ 


ウェブブラウザを利用して、パソコシと同じよラにウェブぺージを閲真した 
0、円 ash を再生ずることなどができまず。 

本端末では、パケツト通信または Wi-Fi による接続でウェブブラウザを利用 
できまず。 


ウェブブラウザを起動ずる 


ホーム画面 ►©► [ブラウザ] 

ホームページが表示されまず。 


アドレスバー 


圆 h じ占 I 


: pi/hmtjdocom 日.が 


] 口 


由 a 


2 アドレスパーに URL またはキーワードを入力 

• アドレスバーが表示されていない場合は、ウェブページを下にドラ 
ッグずる力、、 m □をタップしまず。 

• アドレスパ'一をタップしてからもをタップずると、音声検索ができ 
まず。 


3 4をタップ、または候補リストから表示したいウェブぺージを選択 

• ウェブぺージ表示中にこ ITD をタップずると、ブックマークや履歴 
などの機能を利巧できまず。 
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その他 


オプシヨシ品-関連機器のご紹介 


本端ホにさまざまな別売りのオプショシ機器を組み合わせることで、パ ーy 
ナルからビジネスまでさらに幅広い用途に巧応できまず。 

なお、地域によってはお取り扱いしていない商品ちおりまず。詳しくは、ド 
コモショップなど窓口へお問い合わせください。 

また、オプショシ品の詳細については、各機器の取巧説明書などをご覧くだ 
さい。 

• AC アダプタヶーブル POlXl 

• AC アダプタ 03 X 1 

• microUSB 接続ケーブル01 

• DC アタ'プタ03 

• FOMA 補助充電アダプタ02^2 
• ポケットチトージ V - 01/02 

• 海外用 AC 変換プラグ C タイプ01 

• キトリングケース02 

• 車内ホルタ日1 

• ワイレスイホン t ット02 

• 骨伝導レシーパマイク02 

• ドライフネットクレイドル01 

XI AC アダプタでの充電方まについてはな P .32 

X 2 microUSB ケーブルを接続してご利用ください。 


トラフルシユーテイシグ （FAQ) 


r 故障かな？とおったち _ ] 

• まずはじめにソフトウェアを更新する必要があるかをチェックして、必要 
な場合にはソフトウェアを更新してください（な P .67)。 

• 気になる症状のチェック項目を確認してち症状が巧善されないときは、本 
書裏面の「故障お問い合わせ先」または、ドコモ指をの故障取扱窓□まで 
お気軽にご相談ください。 

■電源 


なが 

チェックずる窗巧 

端末の電源が入らない 

• 電池切れになつていません力、（な P .32)。 
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■充電 


巧げ 

チェックずる箇所 

充電ができない（充 
電ランプが点灯しな 
し、、またはステータ 
スバ ーに 温度異常/ 
充電異甫アイコンが 
表示される） 

• アダプタの電源プラグ杆シガーライタープラグがコ 
ンたントまにはシガーライターソケットに正しく差 
し込まれていまずか（な P .33)。 

• 付属の microUSB ケースレが、本端末または AC ア 
タプタと正しく接続されていまずか（な P .33)。 

• 本端末とパソコンを付属の micraUSB ケーブルで接 
続している場合、ノくソコンの電源が入っていまずか 
(な P .34)。 

• 充電しながら通話や通信、その他機能の操作を長時 
間巧^ラと、端末の温度が上昇してステータスパーに 
温度異常アイコンが表示される場合がありまず。そ 
の場合は、端末を一度アタプタから外して、端末の 
温度が下がってから再度充電を開始してください。 
温度異常アイコンが表示されたときは、通知パネル 
を開いて表示されに機能が使用できません。 

• ステータスパーに充電異常アイコンが表示されたと 
きは、通知パネルを開き、巧処ちまに従って操作し 
てください。 


端末操作 


狂状 

チェックずる窗所 

操作中*充電中に熱 
くなる 

• 操作中传充電中、また、充電しながらアプリケーシ 
ヨン（グーム）などを長時間行った場をなどには、 
端末や AC アダプタケーブルが温かくなることがあ 
りまずが、動作上問題あ0ませんので、そのままご 
使用ください（な P .17、 P .18)。 

電池の使用時間が短 
し、 

• 圏外の状態で長い時間放置されるよラなことはあり 
ませんか。 

圏外時は通信可能な状態にできるよラ電波を探ずた 
め、より多くの電力を消費していまず。 

• 内蔵電池の使用時間は、使用環境种劣化度により異 
な0まず。 

• 内蔵電池は消耗品でず。充電を繰り返ずごとに、1 
回で使える時間が次第に短くなっていきまず。十分 
に充電しても購入時に比べて使用時間が極端に短く 
なった場合は、本書裏面の「故障お問い合わせ先」 
またはドコモ指定の故障取扱窓口までお問い合わせ 
<ださい。 
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な状 

チェックずる窗巧 

タッチパネ、ルをタッ 
プしたとき/ボタン 
を押したときに動作 
しない 

• スリープモードになつていませんか。 

回を押ずか广 sn を□ングタッチしてスリープモー 
ドを解除してください（な P .3 S )。 

• 電源を入れ直してください（な PJ 4)。 

ドコモ miniUIM 力一 
ドが認識しない 

• ドコモ miniUIM 力ードを正しい向きで挿入していま 
ずか（な P .30)。 

時計がずれる 

• 長い間電源を入れた状態にしていると時計がずれる 
場含がありまず。 

日付と時刻の[自動]にチェックが付いているかを確 
認し、電波のよい場所で載原を入れ直してください 
(な P .56)。 

端末動作が不を定 

• ご購入後に端末へインストールしたアプリケーシヨ 
ンによる可能'1’生がありまず。セーフモードで起動し 
て症状が改善される場合には、インス!ルしたア 
プリケーシヨンをアンインストールずることで症が 
が改善される場合がありまず。 

X たーフモードとはご谣入時の状態に近い状態で起 
動させる機能でず。 

• たーフモードの起動ちま 
電源が OFF の状態から回を2秒政上押し、 
fdocomo NEXT series 」 の□コ'が表示されたとき 
からホーム画面が表 7 K されるまで’1 1を□ンクタ 

ッチし続けてください。 

たーフモードが起動ずると画面左下に「たーフモ 
ード」と表示されまず。 

；^^せーフモードを終了ずるには、電源を1度 OFF に 
し起動し直してください。 

• お、要なデータを事前にバックアップした上でたーフ 
モードをご’利用ください。 

• お客様ご自身で作成されたウィジェットが消える場 
合がありまず。 

• セーフモードは通常の起動状態ではないため、通萬 
ご利用になる場合には、たーフモードを終了しご利 
用くださし、。 

端末が応笞しない、 
または電源が入らな 
し、 

• 外部接続端子にアタプタなどを接続していない状態 
で、回を20お似上押し、載原が切れるか端末が再起 
動ずるまで押し続けてください。 

電源が切れた場含は、再度電源を入れてください。 

• 一度充電をしてから電源を入れ直してください。 
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■通話 


巧げ 

チェックずる窗巧 

、 を夕 

• 発信蚕号制限を設走していませんか。 

• 機内モードになっていませんか（な P .34)。 

ツプしてち発信でき 
なし、 

通話ができない（場 
巧を移動してち圏外 
の表示が消えない、 
電波の状態は悪くな 
いのに発信または着 
信ができない） 

•電源を入れ直すか、ドコモ miniUIM 力ードを取り 
付け直してください（な P .30、 P .34)。 

• 電波の'1’ち質により、電波が強くアンテナマークが4 
本表示されている状態 （而） でち 、発信軒着信が 
できない場合がありまず。場所を移動してかけ直 
して < ださい。 

• 電波の混み具をにより、多くの人が集まる場所で 
は電話竹メールが混み含い、つながりにくい場含 
があ0まず。その場合は[発信制限が設定されてい 
まず]と表示され、話中音が流れまず。場所を移動 
ずるか、時間をずらしてかけ直してください。 


エラー乂ジセージ 

エラーメッセージ 

説明/巧処方巧 

挿入された SIM カード 
は、この携帯電話機で 
は使用出来ません。 
有効な SIM カードを挿 
入して < ださし、。 

• 他事業者の SIM カードが挿入された場合に表示さ 
れまず。 

電池残量が不足してい 
まず 

処理を開始できません 

• 電池残量が少なし M 犬態で[メモリ バックアップ] を 
開始しよラとしたときに表示されまず。 

十分充電してから再度操作してください 
(な P .32)。 
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保証と アフターサー ビス 


r 保話について _I 

•本端末をお買い上げいにだくと、保証書が付いていまずので、必ずお受け 
取りください。記載内容および『販売店名•お買い上げ曰 J ] などの記載事 
項をお確かめの上、大切に保管してください。必要事項が記載されていな 
い場合は、ずぐにお買い上げいただいた販売店へお申しつけください。無 
料保証期間は、お買い上げ曰より1年間でず。 

• この製品は付属品を含め、改良のため予告なく製品の全部まには一部を変 
要ずることがありまずので、あらかじめご了承ください。 

• 端末の故障-修理やその他お取り扱いによって電話帳などに登録された内 
容が変化•消失ずる場合がありまず。万が一に備え、電話帳などの内容は 
メモなどに控えをお巧りくださるよラお願いしまず。 

5^^本端末は、 microSD 力ードリーダライタケーブ J レ（試供品）を利用し 
て、電話帳のデータを microSD カードに保存していただくことができ 
まず。 


[ア フターサー ビスに ついて 


調子が悪い場合 


修理を依巧される前に、本書の「巧障かな？と思つたち」をご賞になつてお 
調べください。 

それでち調子がよくないときは、本書裏面の「巧障お問い合わせ先 J にご連 
おの上、ご相談ください。 

お問い合わせの結ま、修巧が必要な場合 


ドコモ指定の巧 P 章取扱窓口にご持参いただきまず。ただし、巧障取扱窓口の 
営業時問内の受付とな0まず。また、ご来店時には必ず巧証書をご持参くだ 
さい。なお、巧障の巧態によっては修理に曰巧がかかる場合がございまずの 
で、おちかじめご了承ください。 

■保証期間 内は 

• 保証書の規定に基づき無料で修理を行いまず。 

• 故障修理を実施の際は、必ず保証書をお持ちください。保証期間内であっ 
てち保証書の提示がないちの、お客様のお取り扳い不良（デイスプレイ- 
コネクタなどの破損） による故障-損傷などは有料修埋となりまず。 

• ドコモの指定お外の機器および消耗品の使庙に起因ずる故障は、保証期間 
内であってち有料イ度理となりまず。 
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■が 下の場合は、修理できないことがあ0まず。 

• 故障巧扱窓口にて水濡れと判断した場合（例：水濡れシールが反応してい 
る場合） 

• お預かり検査の結果、水濡れ、結露•汗などによる腐食が発見された場合 
や内部の基板が破損•変形していた場を（外部接続端子（イ V ホンマイク 
端子）-ディスプレイなどの破損や售体亀裂の場含においてち修理ができ 
ない可能性がありまず） 

义 修理を実施できる場合でも保証対象外になりまずので有料修理となり 
まず。 


■保証期間が 過ぎたときは 

ご要望により有料修理いたしまず。 

■部品の 保有期間は 

端末の補修用性能部品（機能を維持ずるために必要な部品）の最低保有期間 
は、製造巧ち切り後6年間を基本としてお0まず。ただし、故障箇所によって 
は修理部品の不足などにより修 i 里ができない場合ちございまずので、あらか 
じめご了承ください。また、保有期間が経過したあとち、故障箇所によって 
は修理巧能なことがありまずので、本書裏面の「故障お問い合わせ先 J へお 
問い含わせください。 

お願い 


• 端末および付属品の改造はおやめください。 

• 义災-けが-故障の原因となりまず。 

• 改造が施された機器などの故障修理は、改造部分を元の状態に戻ずこ 
とをご了承いただいた上でお受けいたしまず。ただし、改造の内容に 
よっては故障修理をお断0ずる場含がありまず。 

拟下のよラな場合は改造とみなされる場合がありまず。 

-ディスプレイ部やボタン部にシールなどを貼る 
-接着剤などにより端末に装飾を施ず 
-外装などをドコモ純正品 L ソ外のちのに交換ずるなど 
• 改造が原因による故障•損傷の場合は、保証期間内であっても有料修 
埋となりまず。 

• 本端末の底面に貼付されているパーコードシールは、はがさないでください。 
• 各種機能の設定などの情報は、端末の故障•修理たその他お取り扳いによ 
ってクリア（リセット）される場合がありまず。お手数をおかけしまず 
が、この場合は再度設をを行ってくださるよラお願いいたしまず。 

• 修理を実施した場合には、故障箇所に関係なく、 Wi - Fi 用の MAC アドレス 
および Bluetooth アドレスが変更される場をがありまず。 

• 本端末は防水性能を有しておりまずが、端末内部が濡れたり湿気を帯びて 
しまった場合は、ずぐに電源を切って、お早めに故障耳!服窓口へご宋店く 
ださい。ただし、端末の状態によって修理できないことがありまず。 
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乂モリダイサ J レ（電話帳機能）およびダウシ□ード情報などについ 
て 


端末を機種変更やな障修理をずる際に、お客様がか成されたデータまたは外 
巧から巧0込まれたデータあるいはダウシ□ー ドされたデータなどがを化- 
消失などずる場合がお D まず。これらについて当なは一切の責任を負いませ 
ん。また、当社の都合によりお客様の端ホを代替品と交換ずることにより修 
巧に巧无さはていただく場合がお0まずが、その際にはこれ5のデータなど 
は一 SP を除き交換後の製品に移し替无ることはできません。 


ソフトウェア更新 


r ソフトウェア更新について _I 

P-04D のソフトウェアをを新ずる必要があるかどラかネットワークに巧続し 
てチェックし、必要な場合にはバケット通信を使ってソフトウェアの一部を 
ダウシ□—ドし、ソフトウェアを更新ずる機能でず。 

ソフトウェア更新がぶ、要な場合は、ドコモのホームページにてご案内さはて 
いただままず。 

ソフトウェアをま巧ずるには、 r 自動更新 J、r 即時更新 J、r 予約更新 J の3つ 
の方法があ0ます。 

自動ま新：新しいソフトウェアを自動でダウシ□ードし、おちかじめ設定し 
た時間に 書 まお元を巧いまず。 

即時更新：更新したいとまずぐ更新を行いまず。 

予約ま新：アップデートパッケージをイシストールずる時刻を予約ずると、 
予約した時刻に自動的にソフトウェアが'ま巧されまず。 


お知6せ 


• ソフトウェア更新は、端末に登録された電話帳の連絡先、カメラ画像、 
メール、ダウン□-ドデータなどのデータを残したまま行ラことができ 
まずが、お客様の P -04 D の状態（故障•破損•水濡れなど）によっては 
データの保護ができない場合がございまずので、あらかじめご了承願い 
まず。必要なデータはバックアップを取っていただくことをおずずめし 
まず。ただし、タウン□ー ドデータなどバックアップが取れないデータ 
がありまずので、あらか G めご了承願いまず。 


r ご利用にちたつて _ ] 

• ソフトウェア更新を行ラ際は、電池をフ J レ充電しておいてください。 

• ソフトウェア更新を行ラ隙は、 USB ストレージの空き容量を十分に空けて 
おいてください。空き容量が不足している旨のメッゎージが表示された場 
合は、 USB ストレージのデータを削除してから再度実行してください。 
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• 次の場合はソフトウェアを更新できません。 

• 通話中-圏外にいるとき 
• 国際□—ミング中 
• 機内モード中 

• Wi-Fi ネットワークとの接続中 

• テザリングを有効にしているとき 

• 0 S パ’ージョンアップ中 

• 日付■時刻を正しく設定していないとき 
• ソフトウェア更新に必要な電池残量がないとき 
• ソフトウェア更新に必要な空さ容量が十分でないとき 
• ソフトウェア更新に必要な USB ストレージの空き容量が十分でないと 
さ 

• ソフトウェア更新（タウン□ー ド、書き換え）には時間がかかることがあ 
0まず。 

• ソフトウェア更新中は、電話の発信、着信、各種通信機能、およびその他 
の機能を利用ずることはできません（タウン□ー ド中は音声着信が可能で 
ず。ただし、音声着信時は夕'ウン□ー ドが中断されまず)。 

• ソフトウェアの更新の際には、サーパ'-(当社のサイト）へ SSL / TLS 通 
信を行いまず。 

• ソフトウェア更新は、電波が強く、アンテナマークが4本表示されている 
が態で、移動せずに実行ずることをおずずめしまず。 

义 V つ トウェアダウン□ー ド中に電波状態が悪くなり、ダウン□ー ドが中 
止された場合は、再度電波が態のよい場所でソフトウェア更新を巧ってく 
ださし、。 

• ずでにソフトウェア更新済みの場含は、ソフトウェア更新のチェックを行 
った際に[更新の必要はありません。このままお使いください。 ] と表示さ 
れまず。 

• 国際□-ミング中、ちしくは、圏外にいるときには、[□-ミング中ちし 
<は圏外時は更新ができません。 ] と表示されまず。 

• ソフトウェア更新に必要な電池残量がないときには、[充電不足のため要 
新できません。フ J し充電をしてから再度更新を実行してください。 ] と表 
示されまず。 

• ソフトウェア更新中に送信されてきたメッたージに MS ) は、 SMS たンタ 
—【一が管されホ寸 

• ソフトウェア更新の際、お客様の P -04 D 固有の情報（機種竹製造香号な 
ど）が、自動のにサーパ'-(当社が管理ずるソフトウェア更新巧サーバ 
一）に送信されまず。当社は送信された情報を、ソフトウェア更新が外の 
目的には利用いたしません。 

• ソフトウェア更新に失敗した場合、[ソフトウェア更新に失败しました。 
お手数でずが、お近くのショップへお持ちください。 ] と表示され、一切 
の操作ができなくなる可能性がありまず。その場合には、大変お手数でず 
がドコモ指定の故障取扳窓口までお越しいただきまずよラお願いいたしま 
ず。 
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• PIN コードが設定されているときは、書き換え処 i 里後の再起動の途中に 
て、 PIN コードを入力ずる画面が表示され、 PIN コードを入力ずる必要が 
を0まず。 

• ソフトウェア更新中は、他のアプリケーシヨンを起動しないでください。 


r ソフトウェア更新を自動で巧ラ（自動更丢斤) _ ] 

新しいソフトウェアを自動でダウシ□ードし、あらかじめ設定した時間に書 
ま換无を巧いまず。 

お買い上げ時は、自動更新設定が[自動で更新を行ラ。 ] に設定されています。 
書き巧无巧能な巧態になるとステータス八一に@ (y フトウェア更新有）が 
表示され、書ま換文時刻の巧認を行い、書き巧无時刻のをまや今ずぐ書ま換 
无ずるかを選巧でまます。 

Q (ソフトウェア更新ち）が表示されたげ態で書き換え時刻になると、自動 
で書きお元が巧われ、@ {ソフトウェアま巧ち）は消去されまず。 

書き巧无時刻になったとき、電池残量が不足していた場合や、音青通話やの 
場合はソフトウェア更新を開おせず、翌日の同時刻に再度ソフトウェアを新 
を巧いまず。 

自動を巧設定が[自動で更新を行わない。 ] になっている場合や、 y フトウェ 
アの即時を巧び通信中の場合は、 V つ トウエアの自動更巧びできません。 

自動更新の設定 


1 ホーム画面 ►[ Z 量つ ►[本 化設定] ►[端末 情串民] 

2 [ソフトウェア更新] ►[ソフトウェア 更新設定の変更] 



日 B で, a モ。 5. I 

■ w。 巧， n。" ぃ. ■ 


3 ソフトウェア更新通知びあつたときの動作を選択 

• 自動でソフトウェア更新をずるとき：[自動で更新を行ラ。] 

• 自動でソフトウェア更新をしないとき：[自動で更新を行わない。] 
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更新が必要な場合の動作 


ソフトウェアび自動でダウシ□-ドされると、ステータス八一に© (ソフト 
ウェアま新有）が表示されまず。 


1 通知パネルを開く ►通知を タップ 

• ソフトウェア更新が必要なときは、書き換え時刻が表示されまず。 

2設定時刻に書き換无を巧ラ場合 

[ OK ] 

• ホーム画面に戻りまず。設走時刻になると書き換えを開始しまず。 

書き換无時刻をを更する場合 

[開始時刻変更] ► (な P.73 「時刻を補してソフトウェアをき新ずる（モ 
約更新り手順 1) 

• アップデートパッケージのインスト ー J しを実行する時刻を設走しまず。 

今ずぐ書きお无を斤ラ場合 

[今ずぐ開始] ► (な P.72 「ずぐに y フトウェアを更新ずる J 手順 1) 

• 書き換えを開始しまず。 

• 書き換えが完了ずるとステータスパーに ■ (ソフトウェア更新が完了 
しました。）が表示されまず。 

• 画は、一度確認ずると消ちされます。 


お知らせ 


• 自動更新時刻にソフトウェア更新が起動できなかったときは、ステータ 
スバーに© (ソフトウェア更新有）が表示されまず。 
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[ソフトウェア更新を起動ずるほII時更新) 


1 ホーム面面 ►GED ►[本 化 設定] ►[端末 情 幸民] 


2 [ソフトウェア更新] ►[更新を 開始ずる] ►[はい] 

• 夕'ウン□ードを開始ずると、自動的にソフトウェア更新が実行されま 
ず。 

• 夕'ウン□ードの遗中で中止ずると、それまでダウン□ー ドしたデータ 
は削除されまず。 



■ 巧!'。口 巧 iSSffl 巧 ■ 、 

~~=~~ 


• ソフトウェア更新の必要がないときには、[更新の必要はありません。 
このままお使いください。 ] と表示されまず。 


3 [OK] 


• 再起動後更新を開始しまず。 

• 更新中は、ずべてのボタン操作が無効となりまず。更新を中止ずるこ 


とちでさません。 


• 更新やに数回自動的に再起動します。更新中に黒い画面が続く場合が 
ありまずが、書き換え処理は進んでおりまずので処理が完了ずるまで 
そのままお待ちください。 




4 ホ—ム画面が表示 

• ステータスパ’一に国が表示されまず。■は、一度確認ずると消ちされ 
まず。 
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ずぐにソフトウエアを更新ずる 
1 [今すぐ開始] 



2 [書換え処理を開おしまず]び表示 ►[ OK ] 

• [書換え処理を開始しまず]の表示が約3秒経過ずると、自動のに書き 
換えを開始しまず。 

• 書き換え中は、ずべてのボタン操作が無効となりまず。書き換えを中 
止ずることちできません。 


書き換えが終了ずると、自動的に再起動しまず。 





3 再起動後、自動的にソフトウェア更新が開始 

• 更新中は、ずべてのボタン操作が無効になりまず。更新を中止ずるこ 
とちでさません。 

• 更新を終了ずると、約巧少後に自動的に再起動しまず。 


4 通知パネルを開く ►通知を タップ 


• ソフトウェア更新を終了し、ホーム画面が表示されまず。 

• ステータスバーに更新が完了したことを表ず I (ソフトウェア更新が 
完了しました。）が表示されまず 。I (ソフトウェア更新が完了しま 
した。）は、一度確認ずると消去されまず。 
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ソフトウエア更新終了後の表示について 


ホーム面面のステータス八’一に表示されまず。通巧パネルを開くと、ソ 
フトウェア更新が完了したことを示ず乂ツセージが表示されまず。 






[時刻をそ約してソフトウェアを更新ずる（予約更新) 


アップデートパッケージのイシストールを別の時剧こ予約をしたが1合には、 
y フトウェア更新を行ラ時刻をお5かじめ設定しておくことができまず。 

1 [開始時刻変更] 



書き換无開始時刻設定画面が表示されまず。 
時刻は、 P -04 D の時刻に合わせて表示されまず。 


2 巧望の時刻を入力 ►[設定] 

• 時刻を設定しまず。 

• [+]/[-] をタップして更新時刻を変更し、[設定]をタップしまず。 
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予約した時刻になると 


H 一国 


1 [書換无処理を開始します]が表示 ►[©!<] 

• [書換え処理を開始しまず]の表示後約3秒経過ずると、自動的にソフ 
トウェア更新を開始しまず。 

• ソフトウェア更新の予約した時刻には、電波の十分届くところでホー 
ム画面を表示させておいてください。 

• 予約した時刻にソフトウェア更新に必要な電池残量がないときには、 
翌日の同時刻にソフトウェア更新を巧いまず。 

• 予約した時刻に 0 S ノくージョンアップ中の場合、ソフトウェアは更新 
されません。 

• 予約した時刻と同じ時刻にアラームなどが設定されていたときは、ソ 
フトウェア更新が優先されまず。 

• ソフトウェア更新の予約時刻になったとき P -04 D の電源を切った状態 
の場含は、電源を入れにあと、予約時刻と同時刻になったときにソフ 
トウエア更新を行いまず。 


機能パージヨシアップソフトウエアを更新ずる 


1 ホーム困面 ►こ！! つ ►[本 化設定] ►[端末 情串民] 

2 [機能パージヨシアップ] ►[サ ーバーかち更新] 

3 [ソフトウエア更新] ► [はい] ►[はい] ► [今すぐ更新] 


更新ファイルがダウン□—ドされまず。 

• [予約登録]を選択した場合は、タウン□-ド開始時刻を設をし、[は 
し、]をタップしまず。 


4 通知パネルを開く ►通知を タップ 
5 [今すぐ更新] 

端末が再起動し、書き換えを開始しまず。書き換え完了後、再度端末が 
再起動し、ステータスバーにんが表示されます。 

• [あとで更新]を選択した場合は、更新ずる際に手順4〜6を行いまず。 
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6 通知パネルを開く ►書き 巧え結まを巧認 ►[ OK ] 

最新のソフトウェアを自動検索ずる 

1 ホーム面面 ►こ i □►[本 化設定] ►[端 ホ情幸民] 

2 [機能バージヨシアップ] ►[サ ーバーから更新] ►[設定] 

3 [自動検索]にチェックを付ける ►[ OK ] 


お知6せ 


!_• 自動検索には通信料がかかる場合がありまず。 I 

rusB ストレージから更新ずる _ I 

• あらかじめ新しいソフトウェアをパナソニックのサイトから入手し 、 USB 
ストレージの [ Download ] フォルダに保存してください。 

1 ホーム画面 ►巳！ つ ►[本 化設定] ►[端末 情串民] 

2 [機能バージョシアップ] ► [USB ストレージから更新] ► [ OK ] 

新しいソフトウェアを USB ストレージから検索しまず。 

3 いの 

端末が再起動し、書き換えを開始しまず。書き換え完了後、再度端末が 
再起動し、更新結果が表示されまず。 

4 [ OK ] 
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携帯電話機の比吸収率 （SAR) 


この機種 P-04D の携帯電話機は、国が定めた電波の人体吸収に関ずる技術基 
準および電波防護の国際ガイドラインに適合していまず。 

この携帯電話機は、国が定めた電波の人体吸収に関ずる技術基準XIならび 
に、これと同等な国際ガイドラインが推奨する電波防護の許容値を遵守ずる 
よラ設計されていまず。この国際ガイドラインは世界保健機関 （WHO) と協 
力関係にある国際非電離放射線防護委員会（に NIRP) が定めたちのであり、 
その許容値は使用者の年齢押健康状況に関係なく十分な安全率を含んでいまず。 
国の技術基準および国際ガイドラインは電波防護の許容値を人体頭部に吸収 
される電波の平巧エネルギー量を表す比吸取率に AR: Specific Absorption 
Rate) でをめており、携帯電話機に巧ずる SAR の許容値は 2.0W/kg でず。こ 
の携帯電話機の側頭部における SAR の最大値ま0.481 W/kg でず。個々の製品 
によって SAR に多少の差異が生じることちありまずが、いずれも許容値を満 
足していまず。 

携帯電話機は、携帯電話基地局との通信に必要な最低限の送信電力になるよ 
ラ設計されているため、実隙に通話している状態では、通常 SAR はよりかさ 
い値となりまず。一般的には、基地局からの距離が近いほど、携帯電話機の 
出力はかさくなります。 

この携帯電話機は、側頭部政外の位置でち使用可能でず。 NTT ドコモ推巽の 
キ^^リンヴケース等のアクセヴリを用いて携帯電話機を身体に装着して使用 
ずることで、この携帯電話機は電波防護の国際ガイドラインを満足しまず^ 
2 。 NTT ドコモ推巽のキトリングケース等のアク t サリをご使用にならない場 
合には、身体から1.日たンチな上の距離に携帯電話機を固をで苦、金属部分の 
含まれていない製品をご使用ください。 

世界保健機関は、『携帯電話が潜在的な健康リスクをもたらずかどラかを評価 
ずるために、これまで20年拟上にねたって多数の研究が行われてきましに。 
今日まで、携帯電話使用によって生じるとされる、いかなる健康影響ち確な 
されていません J と表明していまず。 

さらに詳しい'肩報をお知りになりたい場合には世界保健機関のホームページ 
をご参照ください。 

http://www.who.int/docstore/peh-emf/publications/facts_press/ 

fact_japanese.htm 


76 その他 




SAR について、さらに詳しい情報をお知りになりたいちは、下記のホームぺ 
ージをご参照くださし、。 


撒務省のホームぺージ 

http://www.tele.soumu.go.jp/j/sys/ele/index.htm 
一般社団法人電波産業舎のホームページ 
http://www.arib-emf.org/index02.html 
ドコモの ホー ムぺ ージ 

http://www.nttdocomo.co.jp/product/sar/ 

パナソニックモパイルコミュニケーシヨンズ株式会社のホームぺージ 
http://panasonic.jp/mobile/support/ _ 


XI巧術基準については、電波法関連省令（無線設備規則第14条の 2) で規 
定されていまず。 

携帯電話機本体を側頭部拟外でご使用になる場合の SAR の測定まについ 
ては、平成22年3月に国際規格 (IEC62209-2) が制をされました。国 
の技術基準については、平成23年10月に、譜問第118号に関して情報 
通信審議会情報通信技術分科会より一部答申されていまず。 


European RF Exposure inrormation 


This mobile phone complies with the EU requirements for 
exposure to radio waves. 

Your mobile phone is a radio transceiver, designed and 
manufactured not to exceed the SAR* limits** for exposure to 
radio-frequency (RF) energy, which SAR* values, when tested for 
compliance against the standard were 0.457 W/kg for head 
configuration and 0.592 W/kg for body worn configuration. 
While there may be differences between the SAR* levels of 
various phones and at various positions, they all meet*** the EU 
requirements for RF exposure. 

f The exposure standard for mobile phones employs a unit of 
measurement known as the Specific Absorption Rate, or SAR. 

** The SAR limit for mobile phones used by the public is 2.0 watts/ 
kilogram (W/kg) averaged over ten grams of tissue, 
recommended by The Council of the European Union. The limit 
incorporates a substantial margin of safety to give additional 
protection for the public and to account for any variations in 
measurements. 
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Tests for SAR have been conducted using standard operating 
positions with the phone transmitting at its highest certified power 
level in all tested frequency bands. This mobile phone meets the 
RF exposure guidelines for body worn operation when positioned 
at least 1.0 cm from the body. Accessories used for body worn 
operation must not contain metal and should position the mobile 
phone at least the distance stated above. Use of other accessories 
may not ensure compliance with RF exposure guidelines. Although 
the SAR is determined at the highest certified power level, the 
actual SAR level of the phone while operating can be well below 
the maximum value. This is because the phone is designed to 
operate at multiple power levels so as to use only the power 
required to reach the network. In general, the closer you are to a 
base station antenna, the lower the power output. 


Declaration of Conformity 


(€ 0168 ① 

The product "P-04D" is declared to conform with the essential 
requirements of European Union Directive 1999/5/EC Radio and 
Telecommunications Terminal Equipment Directive 3.1(a), 
3.1(b) and 3.2. The Declaration of Conformity can be found on 
http://panasonic.net/pmc/support/index.html._ 

Concerning European Economic Area: The use of Wi-Fi is restricted to 
only indoor use in France. 


FCC Notice 


• This device complies with part 15 of the FCC Rules. 

Operation is subject to the following two conditions: 

1. This device may not cause harmful interference, and 

2. This device must accept any interference received, including 
interference that may cause undesired operation. 

• Changes or modifications not expressly approved by the 
manufacturer responsible for compliance could void the user's 
authority to operate the equipment. 
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FCC RF Exposure Information 


This model phone meets the U.S. government's requirements for 
exposure to radio waves. 

Your wireless phone contains a radio transmitter and receiver. Your 
phone is designed and manufactured not to exceed the emission limits 
for exposure to radio frequency (RF) energy set by the Federal 
Communications Commission of the U.S. Government. These limits are 
part of comprehensive guidelines and establish permitted levels of RF 
energy for the general population. The guidelines are based on 
standards that were developed by independent scientific organizations 
through periodic and thorough evaluation of scientific studies. 

The exposure standard for wireless mobile phones employs a unit of 
measurement known as the Specific Absorption Rate (SAR). The SAR 
limit set by the FCC is 1.6 W/kg.* Tests for SAR are conducted using 
standard operating positions accepted by the FCC with the phone 
transmitting at its highest certified power level in all tested frequency 
bands. Although the SAR is determined at the highest certified power 
level, the actual SAR level of the phone while operating can be well 
below the maximum value. This is because the phone is designed to 
operate at multiple power levels so as to use only the power required 
to reach the network. In general, the closer you are to a wireless base 
station antenna, the lower the output. 

Before a phone model is available for sale to the public, it must be 
tested and certified to the FCC that it does not exceed the limit 
established by the U.S. government-adopted requirement for safe 
exposure. The tests are performed in various positions and locations 
(for example, at the ear and worn on the body) as required by FCC for 
each model. The highest SAR value for this model phone as reported 
to the FCC when tested for use at the ear is 0.552 W/kg, and when 
worn on the body in a holster or carry case, is 1.030 W/kg. (Body-worn 
measurements differ among phone models, depending upon available 
accessories and FCC requirements). While there may be differences 
between the SAR levels of various phones and at various positions, they 
all meet the U.S. government requirement. 

The FCC has granted an Equipment Authorization for this model phone 
with all reported SAR levels evaluated as in compliance with the FCC 
RF exposure guidelines. SAR information on this model phone is on file 
with the FCC and can be found under the Display Grant section at 
http://www.fcc.gov/oet/ea/fccid/ after search on FCC ID 
UCE 211046 A. 
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For body worn operation, this phone has been tested and meets the 
FCC RF exposure guidelines when used with an accessory designated 
for this product or when used with an accessory that contains no metal 
and that positions the handset a minimum of 1.0 cm from the body. 

* In the United States, the SAR limit for wireless mobile phones 
used by the public is 1.6 watts/kg (W/kg) averaged over one 
gram of tissue. SAR values may vary depending upon national 
reporting requirements and the network band. 


Important Safety Information 


Aircraft 

Switch off your mobile phone when boarding an aircraft or whenever 
you are instructed to do so by airline staff. If your mobile phone offers 
a 'flight mode' or similar feature consult airline staff as to whether it 
can be used on board. 

Driving 

Full attention should be given to driving at all times and local laws and 
regulations restricting the use of mobile phones while driving must be 
observed. 

Hospitals 

Mobile phones should be switched off wherever you are requested to 
do so in hospitals, clinics or health care facilities. These requests are 
designed to prevent possible interference with sensitive medical 
equipment. 

Petrol Stations 

Obey all posted signs with respect to the use of mobile phones or other 
radio equipment in locations with flammable material and chemicals. 
Switch off your mobile phone whenever you are instructed to do so by 
authorized staff. 

Interference 

Care must be taken when using the mobile phone in close proximity to 
personal medical devices, such as pacemakers and hearing aids. 

Pacemakers 

Pacemaker manufacturers recommend that a minimum separation 
of 22 cm be maintained between a mobile phone and a pacemaker to 
avoid potential interference with the pacemaker. To achieve this use 
the mobile phone on the opposite ear to your pacemaker and do not 
carry it in a breast pocket. 
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Hearing Aids 

Some mobile phones may interfere with some hearing aids. In the 
event of such interference, you may want to consult your hearing aid 
manufacturer to discuss alternatives. 

Other Medical Devices 

Please consult you 广 physician and the device manufacturer to 
determine if operation of your mobile phone may interfere with the 
operation of your medical device. 

Accessories 

With your mobile phone, use the adapters specified by NTT DOCOMO, 
INC. Fire, burns, injury or electric shock may result. 

Batteries 

Do not dispose of the mobile phone with other waste. The internal 
battery may catch fire or damage the environment. Take the unneeded 
mobile phone to a handling counter such as a docomo Shop or dispose 
of it in accordance with local waste disposal regulations. 


Handling Precautions 


• When using the Wi-Fi, and/or Bluetooth functions abroad, check 
local laws and regulations regarding use of them beforehand. 

• The excessive sound volume impairs your hearing. 

• Be sure to check the security and safety of the application, then 
install it at your own risk. The data in your mobile phone may be 
damaged or infected with a virus. Installation may cause excessive 
sound volume. 

• microSD card reader/writer cable cannot be used outside Japan. 


輸出管理規制 


本製品および付属品は、日本輸出管理規制（「外国為替及び外国貿易ま」およ 
びその関連まち）の適用を受ける場合がありまず。また、米国再輸出規制 
(Export Administration Regulations) の適庙を受けまず。本製品および付 
属品を輸出および再輸出ずる場合は、お客様の責任および費用負担において 
必要となる手続きをお取0 ください。詳しい手続きについては経済産業省ま 
たは米国商務省へお問い合わせください。 
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知の財唐権 


著作権-肖像権 


• お客様が本製品を利巧して撮影またはインターネット上のホームページか 
らのダウン □ ードなどにより取得ちしくは本製品に搭載された文章、画 
像、映像、音楽、ソフトウ卫アなどの著作物は著作権法により保護されて 
いまず。従って、第兰者が著作権を有ずる看作物は、私的使用目的の複製 
竹引用など著作権法上で認められた場合を除き、著作権ちにお断で複製、 
改変、公衆送信、転用、頒、巧などずることはできません。 

実演杆興行、展示物などには、私的使用目的であってち撮影または録音を 
制限している場合がありまずのでご注意ください。また、お客様が本製品 
を利用して本人の同意なしに他人の肖像を撮影した 0 、撮影した他人の肖 
像を本人の同意なしにインターネット上のホームぺージに掲載ずるなどし 
て不特定多数に公開ずることは、肖像権を侵害ずるおそれがありますので 
お控えください。 

• お客様は別途著作権者の許諾なく本製品に搭載されたソフトウエアの全部 
または一部を、複製ちしくは改変、八ードウエアからの分識、逆アたンブ 
ル、逆コンパイル、リバースエンジニアリングなどの行為を自らせずまた 
は第三をにさせないでください。またその利用を行わないでください。 


商標 _ I 

• 「 FOMA」r i モード」 n アプリ」「デ ] メール ® 」「おまかせ □ ツク」 
「 mopera」「mopera UJ 「おサイフケータイ」「公巧モード」「エリアメー 
ル」 rsp モード」 re トリ iz ツ」は NTT ドコモの商標または登録商標でず。 

• 「キ V ツチホン」は日本電信電話株式会社の登録商標でず。 

• 。はフェリカネツトワークス株式会社の登録商標でず。 

• FeHCa は、ソニー株式舎社の登録商標でず。 

• microSDHC □ コは SD-3C, LLC の商標でず。 

• QR コードは株式尝社デンソーウェーブの登録商標でず。 

• Bluetooth® とその □ コマークは 、 Bluetooth SIG, INC の登録商標で、株 
式尝社 NTT ドコモはライたンスを受けて使用していまず。その他の商標お 
よび名称はそれぞれの所有者に帰属しまず。 

• Wi-Fi® は Wi-Fi Alliance の登録商標でず。 

• DLNA® は 、 Digital Living Network Alliance の商標、ヴービスマーク、 
または認証 7— クです。 

• Google は Google Inc. の商標でず。 

• mixi 、 ミクシィ、 mixi □ コ ' は、株式尝社ミクシィの登録商標でず。 

• その他本文中に記載されている会社名および商品名は、各社の商標または 
登録商標でず。 
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r モ①他 _ I 

• Contains Adobe® Flash® Player by ADOBE* 

Adobe Systems Incorporated. Efl FLASH’PLAYER 

Adobe Flash Player Copyright © 

1996-2011 Adobe Systems 
Incorporated. All rights reserved. 

Adobe and Flash are either registered trademarks or trademarks of 
Adobe Systems Incorporated in the United States and/or other 
countries. 

• FehCa は、ソニー株式会社が開発した非接触に力ードの揃府ち式でず。 

• MPEGAudioLaye 「 -3 音声圧綱技術は 、 Fraunhofer IIS および Thomson 
からライセンスを受けていまず。 

• 本製品は、 MPEG-4 Patent Portfolio License 及び AVC Patent Portfolio 
License に基づきライセンスされており、が下に記載ずる行為に係るお客 
様の個人的かつ非営利目のの使用を除いてはライセンスされておりません。 
• 画像情報を MPEG-4 Visual 、 AVC 規格に準拠して（が下、 
MPEG-4/AVC ビデオ）を記録ずること。 

• 個人的活動に従事ずる消費者によって記録された MPEG-4/AVC ビデ 
才、または、ライたンスをうけた提供者から入手した MPEG-4/AVC ビ 
デオを再生ずること。 

詳細については MPEG LA, L.L.C. (http://www.mpegla.com ) をごを照 
ください。 

• 本製品は 、 InterDigital Technology 社からのライ iz ンスに基づき生産 - 
販売されていまず。 

• 本製品は、マイク□ソフト社の知的財産権に係わる技術が含まれていま 
ず。マイク □ ソフトからの適正なライセンスを得ずに、本製品が外でこの 
技術の使用ちしくは頒布を巧ラことは禁止されていまず。 

• コンテンツ権利者は 、 Microsoft PlayReadyiM コンテンツアクセス技術 
によって、著作権で保護されたコンテンツを含む知的肺室権を保護してい 
まず。本製品は、 PlayReady 技術を使用して、 PlayReady 及び/又は 
WMDRM によ 0 保護されたコシテンツへのアクたスをしまず。本製品が、 
コンテンツ保護を適切に実施できない場合、当該コンテンツの権利をは、 
マイク □ ソフトに巧し、 PlayReady によって保護されたコンテンツを使ラ 
本製品の機能の無効化を申し入れることができまず。この無効化は、 
PlayReady によって保護されていないコンテンツ及び他のコンテンツアク 
t ス技術によって保護されているコンテンツに影響をちえてはな 0 ませ 
ん。 ] ンテンツ権利者は、提供 ] ンテンツにアクセスずるために PlayReady 
のアップグレードを要ホずる場含がありまず。その場合、アップグレード 
を巧わないと、当該提供コンテンツへのアク iz スができなくなりまず。 


その他 83 




• 本製品には GNU General Public License(GPL v2), GNU Lesser General 
Public Ucense(LGPL) その他に基づきライたンスされるソフトウェアが含 
まれていまず。お客 4 表は、当該ソフトウェアのソースコードを入手し、 
GPL v2 または LGPL に従い、複製、頒巧及び改変ずることができまず。 

本製品の引渡から少なくとち 3 年間、パナソニックモバイルコミュニケー 
シヨンズ株式含社は政下の問い含わせ先にお問い合わせされたちに、配布 
に要ずる実費をご負担いただくことを条件として、機器による読取が可能 
な GPL V2/LGPL が適用されるソースコードの複製物を提供いたしまず。 
< お問い合ねせ先 > 
pmc-cs@ggop.panasonic.com 

また、ソースコードはが下のウェブサイト経由で入手ずることちできまず。 
http://panasonic.jp/mobile/gpl/ 

なお、ソースコードの内容等についてのご質問にはお蒼えしかねまずの 
で、予めご了承ください。携帯電話からの夕 ‘ ウンロードは： ? 于えません。ダ 
ウン □ ードはお手持ちのパソコンをご利用ください。 

当該ソフトウェアに関ずる詳細に PL V2/LGPL の各ライセンスタ含む） 
は、ホーム画面 ► nr-j ► [ 本体設定 ] ► [ 端末情報 ] ► 陌的情報]の手順で 
確認ずることができまず。 

• 本製品には、上記の他、：欠のソフトウェアが含まれまず。 

• Apache Ucense(v.2.0) の下で提供される Apache Software 
Foundation が開発したソフトウエア 

• The Free Type Project License の下で提供されるソフトウエア 
• に U License- に U 1.8.1 and later 

Copyright © 1995 -2011 International Business Machines 
Corporation and others 

• Anti-Grain Geometry-Version 2.4 

Copyright © 2002-2005 Maxim Shemanarev (McSeem) 

• Mozilla Public Ucense(v.l.l) の下で提供される V フトウェア 
これらのソフトウェアに関ずる詳細（ライたンス文含む）は、ホーム画面 
► nri ► [ 本体設を ] ► [ 端末情報 ] ► 陆的情報]の手順で確認ずることが 
でさまず。 
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「 Adobe ® Flash ® Player のエンドユーザ-ライセンス契約 ] 

本製品には Adobe Systems Incorporated または Adobe Systems Software 
Ireland Limited ( 拟下 「 Adobe 」 とずる）から提供されている、 Adobe また 
はそのライたンヴーが権利を有ずるが下のソフトウェア（が下「本ソフトウ 
ェア」とずる）が含まれていまず。 

• Adobe Flash® Player 

本ソフトウェアの全部または一部を使用した場含は、特にお下の (a) からび)に 
記載ずる制限を含む本契約上のずべての条件に同意したちのと見なされまず。 
本契約にお客様が同意した場合、本契約はお客様および本ソフトウェアを取 
得し、かつ自らの利益のにめに本ソフトウェアを使用ずるま人に巧して強制 
力があり、本製品の提供ち、 Adobe 、 Adobe のライ tz ンヴーにより執行巧能 
としまず。 

同意しない場をは、本ソフトウェアを使用しないでください。 

(a) お客様は本ソフトウェアを配巧およびコピーずることはできません。 

(b) お客様は本ソフトウェアを修正、改変ずることはできません。 

(C) お客様は本ソフトウェアをリバースエンジニアリングしたり、逆コンパ 
イルしたり、逆アたンブ J レしてはならず、本ソフトウェアのソースコードを 
解明しよラと試みないちのとしまず。 

(d) 本ソフトウェアは現状有姿にて提供されるちのであり、明示的であると 
點示的であるとを問わず、商品性の保証、特定目的適合性の保証、第王者権 
利非侵害の保証を含むがこれらに限られない、いかなる保証ちないちのとし 
まず。提供者、 Adobe 、 Adobe のライたンヴーは、当該損害の発生の可能性 
につき認識していに場含を含む、いかなる場合においてち、損害、費用、派 
生損害、間接損害、付随的損害、特別損害、または利益の喪失につき、お客 
様に巧して賠償ずる責を負わず、懲罰的損害賠償も行わないちのとしまず。 
上記の制限および排除は、お客様の居住ま域のま律により認められる範囲に 
おいて適用されまず。本契約に基づくまには関連した損害賠償責任の総額は、 
本製品に对してお客様が支すムわれた金額があれば、その金額に制限されるち 
のとしまず。 

(e) 本ソフトウェアのバージヨンによってはアクたスできないコンテンツが 
忘 0 まず。 

び）信用の連鎖を確立ずるために使用される証明書は無効とされ得るちのであ 
り、新しい証明書を含む本ソフトウエアのパ '- ジョンをインス I ル等しな 
いとアクセスできないコンテンツがありまず。 
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Quick Manual (English) 


The P-04D is compatible with 3G, GSM/GPRS and wireless LAN 
systems. 

The latest information of this manual can be downloaded from the 
DOCOMO website. 

Further, the detailed English manual can be downloaded from the 
following URL: 

http://www.nttdocomo.co.jp/english/support/trouble/manual/ 
download/index, html 


Accessories/Samples 


• P-04D (with warranty) • Quick Start Guide 
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• docomo mini DIM card Eject Tool 
(with manual) 



[installation of docomo 


• microSD card Reader/Writer 



UIM card 


Hook your fingertip over the concave, pull out the cover to 
direction O, and turn it as direction @ 



Concav 色 


2 With the gold IC part facing down, insert the docomo mini UIM 
card halfway into the docomo mini UIM card slot 

• Insert the docomo mini UIM card in the direction shown in the 


illustration. 
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3 Using the projection area of the docomo mini UIM card eject 
tool, push the docomo mini UIM card straight 

• Push the card until it clicks. 



4 Align the docomo mini UIM card slot cover in parallel with the 
mobile phone, and while holding its base part firmly, push it 
into place 



5 Ensure that no float is found with the docomo mini UIM card 
slot cover as a whole 
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Part Names 



か 





〇 docomo mini DIM card slot 
Q Earphone/microphone terminal 
0 Connector terminal 
O Light sensor/Proximity sensor 
© Call/Charging indicator 
包 Display (Touch panel) 

O I ±> I Back key 
包 IQ IHome key 
O I ：= I Menu key 
⑩ Earpiece/Speaker 
の回 Power key 
0 因 / 因 Volume keys 
⑩ Wi-Fi/Bluetooth/GPS antenna 
の Camera 
0 尾 ) mark 
⑩ FOMA antenna 
の Microphone 
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^Basic Operations _| 

Power On/Off 

■ Power On 

1 Press and hold 回 for at least two seconds 

■ Power Off 

1 Press and hold 回 until Phone options menu appears 

2 [Power off] ► [OK] 

Locking/Unlocking the screen 

■ Locking the screen 
1 Press 回 

■ Unlocking the screen 

1 Press @ or touch and hold IQ I ► U 
Switching to English Display 

1 Home screen ► I ：= I ► [本化設定] ► [言語とキーボード] ►[言 
語を選 巧]^ [English (United States)] 

Checking My Phone Number 

1 Home screen ► I ミミ I ► [Se 扣 ngs] ^ [About phone] ^ 
[Status] 

Making a Call 

1 Home screen ► ® ► [Phone] ► [Dial] tab ► Enter a phone 
number ► 

Answering a Call 

1 A call comes in ^ [Activate] ► [Accept] 
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アイコン . 38 

アクたスポイント . 47 

初期設定にリセット . 48 

設定 . 47 

アプリケーシヨン . 41 

アプリケーシヨン画面 . 斗 1 

: LU7 メ ー J レ . 58 

音量 . 52 


機內モード . 34 

緊急速報「エリアメール J. 58 

緊急通報 . 51 



初期設定 . 46 

シヨー トカット . 38 

充胃 . 32 


スク □ ール . 


36 


ステータスアイコン . 39 

スリープモード. . 35 


セキュリティ . 45 

t- フモード . 63 

ソフトウェア更新 . 67 



タッチパネル . 35 

タップ . 36 


縦/横画面表示の切り替え . 36 

ダブルタップ . 36 

翻 7 イ ZI ン . 38 

翻パネル . 40 

通話音量 . 52 

通話履歴 . 53 

電源 ON/OFF. 34 

載ち帳 . 53 

. 54 

お祿 . 53 
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電話帳〕 ピーッール . 54 

電言古が受ける . 52 

電話をかける . 51 

ドコモ miniUIM 力ード . 30 

取り付け/取り外し . 30 

ドラッグ . 36 

内蔵電池 

寿命 . 33 

ピン . 36 

フリック . 36 

ブラウザ . 60 

ホーム画面 . 3 / 



7 ナートド . 34 

メッたージに MS). 57 

义字入力 . 43 



□ック画面を解除 . 35 

□ングタッチ . 36 


英数字 


Android マー ケッ h. 42 

E メール . 57 

Gmail. 58 

mopera U. 48 

New! アイ]ン . 38 

PIN コード . 44 

PIN □ ック解除コード （ PUK). 44 

SIM 力ード□ック設を . 44 

sp モード. . 48 

sp=E-t< メール . 57 

USB ストレージ . 32 

USB テザリング . 50 

Wi-Fi. 49 

Wi-R テザリンク . 50 
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ご契約内容の確認•変更、各種サービスのお申込、を種資料請巧をオシライ 
シ上で承ってお0まず。 

My docomo (http://www.mydocomo.com/) ► 各種お申込 • お手 

続き 

X ご利巧になる場含 、 「docomo ID/ パスワード J が必要となりまず。 

义 「docomo ID/ パスワード」をお持ちでない方-お忘れの方は本書雲面 
の「総合お問い合わせ先」にご相談ください。 

义 ご契約内容によってはご利用になれない場含がありまず。 

X システムメンテナンスなどにより、ご利用になれない場をがありまず。 


マナーちいつしよに携帯しましよラ 


本端ホを使用ずる場合は、周囲の方の迷惑にな5ないよラに注意しましよラ。 


r こんは場合は必ず電源を切0ましよラ _ ] 

■ 使用禁止の場所にいる場合 

航空磯内、病院巧では、必ず本端末の電源を切ってください。 

X 医用電気機器を使用しているちがいるのは病棟内だけではありません 。 □ 
ビー竹待合室などでち、必ず電源を切ってください。 

■ 満員電車のやなど、植込み型也臓ぺースメーカおよび植込み型除細動おを 
装着した方が’近くにいる可能性が‘友る場合 

植込み型む臓ペースメーカおよび植込み型除細動器に悪影響をちるる恐れが 
あ 0 まず。 


r こんは場合は公なモードに設定しましよラ 

■運 乾やの場合 

運転中の携帯電話を手で保持しての使用は罰則の对象となりまず。ただし、 
傷病者の救護まには公巧のま全の維持など、竹むを得ない場合を除きまず。 

■劇場- 映画館-美術館など公共の場所にいる場合 

静かにずるべき公共の場所で本端末を使用ずると、周囲のちへの迷惑になり 
まず。 


「睦用ずる場巧や声-着信音の大きさに)ま意しましよラ _ ] 

■ レストラシやホテルの□ビーなどの静かな場所で本端末を使用する場合は、 
声の大きさなどに気をつけましよラ。 

■ 街の中では、通行の巧げになちない場所で使用しましよラ。 
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r プライゾ I シーに配慮しましよラ 

0カメラ巧き携帯電話を利用して撮影や画像送信を巧ラ際は、プライバ 
I シーなどにご配慮ください。 

こんな機能が公巧の7ナーを巧0まず 

かかってきた電話に応普しない設定や、本端末から鳴る音を消ず設定など、 
便利な機能があ D まず。 


♦公共モード（電源 OFF) 

電話をかけてきた相手に、電源を切る必要がある場所にいる旨のガイタンス 
が流れ、自動的に電話を終了しまず。 

•バイブ 

電話がかかってきたことを、振動でお知らせしまず。 

♦マナーモード 

着信音 - タッチ操作音など本端末から鳴る音を消しまず（な P.34 )。 

X ただし、シトッター音は消せません。 

そのほかにち、留守番電話サービス、転送でんねサービスなどのスプシヨン 
ヴー ビスが利用できまず。 


€バイル•リヴイコ I レ•ネットご-コ 

■品' PHS のリロイクルにご店でを 


ご不要になった携帯電話などは、自社•他な製 
品を問わず回収をしていまずので、お近くのド 
コモシヨップへお持ちください。 

X 回取対象：携帯電話、 PHS 、 電池パック、充 
電器、卓上ホルダ（自社•他な製品を問わず回 
収） 


この巧刷物はリサイクルに配慮して製本されていまず。不要となつた際は、 
回収、リサイクルに出しましよラ。 


96 





體う騰紙 セ 殿嫌き縣 


ドコモの携帯電話か 5 の場を 

mmmm -81-3 -巨 S 3 吕- 6600* (無料） 

* 一般電話などでかけた場合には、曰本向け通話料びかかります。 
《 P-04 □ か 5 ご利巧の攝合は、 +8 1-3- 6832- 已 600 でつなびります。 
( 「 + 」は [0] を □ ングタッチします。） 

一般電話などか 5 の場合 

<ュニパーサルナンパー> 



* 滞在国内通話料などびかかる場さびあります。 

※ 主要国の国際電話アクセス番号/ユニバーサルナンバー用国隙識別番号に 
ついては、ドコモの「国隙サービスホームページ」をご覧ください。 

• 紛失-盗難などにあわれた5、速やかに利巧中断手続きをお取りください。 


<ネットワ了:^晴眼优 


ドコモの 携帯電話 か5の場を 


お在国の国際電話 
アクセス番号 


撫料) 


* 一般電話などでかけた場合には、曰本向け通話料びかかります。 
《 P-04 □ からご利用の場合は、 +81 -3- 67 18-1 414 でつなびります。 


( 「 + 」は [0] を □ ングタッチします。） 


一版電話などか 5 の場合 

くユニバーサルナンパー> 



* 滞在国内通話料などびかかる場合びあります。 

※ 主要国の国際電話アクセス番号/ユニバーサルナンバー用国隙識別番号に 
ついては、ドコモの「国隙サービスホームページ」をご覧ください。 

♦お客様び購入された端末に故障が発生した場合は、ご帰国後にドコモ指定 
の故障取巧窓□にご持参ください。 























燃をお問い台わせ巧 

<ドコモインフオメーシヨンセンター> 


■ ドコモの携帯電話か 6 の場含 

凸（局番なしの）151撫料） 

※ 一般電話などからはご利用になれません。 

■一般電話などか 5 の場合 

画 0120-800-000 

※ 一部の IP 電話からは接続でをない場合びあります。 

受付時間午前 9 : 00 〜午後 8 : 00 (年中無休) 


巧障お巧い合わせ巧 


■ ドコモの携帯電話か 6 の場合 

凸（局番なしの)113 (無料） 

※ 一般電話などからはご利用になれません。 

■一般電話などか 6 の場合 

函， 0120-800-000 

※ 一部の IP 電話からは接続でをない場合びあります。 

受付時間 24 時間（年中無休） 

♦ 番号をよくご確認の上、お間違いのないよラにおかけください。 

♦ 各種手続さ、故障 • アフターサービスについては、上記お問い合わせ先に 
ご連絡いただくか、ドコモホームページにてお近くのドコモショップなど 
にお問い合わせください。 

ドコモホームぺージ http :// www . nttdocomo . co . jp / 



マブーちいつしょじ携帯しましょラ。 

0公共の場所で携帯電話をご利用の際は、周囲の方へのむくばりを忘れずに。 
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